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G ・ ドイツ 日本学会で研究報告を行なっ て

田 中 敏

　昨年 （平成 4年） 3 月11・日か ら13日迄の 3 日間も OAG ・ドイ ツ 東洋文化研究協会主催

（在 日 ドイ ッ 大使館、国際交流基金後援） に よる第 3 回 OAG ・ドイツ 日本学会が 「日本

の 美学」 とい う総合テ
ー

マ で東京赤坂 の ドイツ 文化会館 で開催された 。 こ の 学会 は ドイツ

人の 日本研 究者の 学会で 、昭和63年 （1988年〉 に 第 1 回 が 開か れ て 以来、・隔年毎に東京で

催されて い る 。 日本 人の 参加 も歓迎 し て い る の で 、私 は第 1 回か ら参加 して きたが 、今回

初め て
“Auswirkungen 　der，japanischen　Asthetik　auf 　die　Wirtschaft　und 　Politik　im

heutigen　Japan
”

（「今日の 日本の 政治・経済に見 られる 日本の 美学の功 罪」） と題 して 研究

報告 を行な っ た。その 研究報告 に加筆 した もの をこ こ に掲載 させ て い ただ くが 、それに 先

立 っ て、OAG ・ドイ ツ 東洋文化研 究協会 の 来歴 と現在の 活動、並び に OAG ・ ドイツ 日

本学会の 動向 を簡単に紹 介 し、併せ て 私た ち が 欧米人に 向か っ て 日本に つ い て語 るときの

我 々 の 姿勢に つ い て私見 を少 し述べ て み た い と思 う。

　OAG ・ドイツ東洋文化研究協会 （Deutsche．Gesellschaft　fUr　Natur−und 　VOIkerkun −

de　Ostasiens通称 ：OAG ） は明治 6‘年 （1873年）、当時在 日 して い た ドイ ツ 人の 外交

官、学者、商入たちに よっ て 、東ア ジ ア の 国 々
、 特に 日本の 文化の 研究 と普及、並び に 日

本に関す る ドイツ 語に よる著作の 出版を目的 と して設立 された 。 日本文化の 普及 と い う主

旨か ら会員は 日本研究の ドイツ 入専門家 に限定す るこ とな く、む しろ 日本文化に 興昧 と関

心 を持 つ
一般の ドイ ツ 人が 主 な構成員 とな っ て い る。た だ協会 の 企画運営は ドイ ツ 人の 日

本研 究者が これ に当た っ て い る。また、本会の 目的に 賛同す る者 なら ドイツ 人 に限 らず入

会 する こ とが 出来、私 は昭和 50年 （1975年）か らの 会員で ある。

　設立以 来 OAG は二 つ の 大戦 を体験 し、苦難 の 時期 はあ っ た が 、活動は中断 させ る こ と

な く今 日 に 至 っ て い る。 近年日本の 経済 発展 に伴 い 欧米にお い て 日本文 化の 研究が 盛ん に

なる と、OAG は名実共に ドイ ツ の 日本研究の 中心 とな っ た。特 に OAG は現代 （第二次

大戦後）の 日本 の 研究 とそ の 出版 に 力 を入 れ、業績 をあ げて い る 。 その 間大阪 、神戸、ま

た ドイ ッ 本国の ハ ン ブ ル クに も支部が で き、現 在、会 員総数約790名、内訳 は、 ドイ ッ 人

他外国人540名、日本 人250名 とな っ て い る。 赤坂 の ドイッ 文化会館は OAG の 所有で 、こ

こ に 事務所が あ り、ホ
ー

ル 、会議 室 、 図書館 を有 して 各種 の 催物 を行な っ て い る。最近の

OAG の 活動は 多岐にわ た り、毎 月複数 回 の講演 会 を催すほ か ・来 日 したば か りの ドイ ツ 　132

人留学生 の ため の 躰 入 門 ゼ ミ ナ
ー

ル 、滞 日年数 の 長 い
一般 ドイ ツ 人を対象に した ゼ ミナ （11）
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一
ル 、日本研究の 専門家たち の ゼ ミナール をそれぞれ毎月一

回 開 い て い る。 日本国内、お

よび東ア ジア諸 国へ の 研究旅行、日本の 伝統芸術の 観賞、見学な ど も定期的 に企 画 され、

また、 ドイッ 人 の た め の 「日本語講座 」
「生 け花講座 」 など も開か れ て い る 。

最近の それ らの い くつ か を拾 っ て み ると次 の とお りであ る。

　　　 講演 ：　 エ キゾ チ ズ ム の B 本人論

　　　　　　　 日本 　
一

　忙 しな い 島国

　　　　　　　 日本に民主主 義は存在 するか

　　　　　　　 日本の 軍事力

　　　　　　　 日本の 教育 に み られる画一
性と規格性、及び そ の 社会的効果

　　　 一般ゼ ミナー
ル ：

　　　　　　　 日本の 宗教 （神道、仏教、キ リス ト教、新興 宗教、迷 信）

　　　　　　　教育 と社会 （日本の 家庭、塾、教育マ マ 、道徳教育）

　　　　　　　婦人問題 （婦人運動 、 女性 とポル ノ 、 売春）

　　　 専門 ゼ ミナ
ー

ル ：

　　　　　　　神道 にお け る神学の 可能性 に つ い て

　　　　　　　 日本人 の 死生観

　　　見学 ：　 両国界隈、上野 国立博物館、東郷神社 （朔旦祭）、能楽観賞、高野 山

　講演者は主に ドイッ 人の 日本学者で あるが、時に は 日本人が 講演す る こ ともある。 しか

し、 ドイツ 語 で 話 さな くて はな らな い の で 、講演者 はか な り限 られ るこ とにな る 。 日本人

で は例えば次の 人た ち が 講演 して い る。

　　　属　啓成 ：　　 日本に お け る西洋音楽

　　　加藤周一 ：　　 徳川 時代の 遺産

　　　西尾幹二 ：　　 自由を知 らなか っ た東 ドイ ツ 人の 幸せ

　 OAG の 出版活動 は盛ん で、設立以来 200点余 りに及ん で い る 。 それ らは次の ように分

類す るこ とが 出来 る。 1）研究論 文　 2）特に反響の あ っ た講演 を小冊子 に した もの ：

「OAG 　 AKTUELL 」　 3） OAG が 企画 したシ リ
ーズ もの　 4） 日本の 新 聞 ・雑

誌 の なか の 記事 、論文等の ドイ ッ 語訳 ： 「Japan　direkt」 （年 2回）などで あ る。以下 に

それぞれの 例を示す と次 の とお りで ある。

　　　 1）論文 ：　 日本の 農業 とエ コ ロ ジー

　　　　　　　　　日本　
一
　女性の 国 〜

　　　　　　　　　軍事大 国 日本 P　 日本の 安全保障政 策 と防衛力

　　　　　　　　　若 き　 大杉 　栄

　　　 2）　
“
OAG 　AKTUELL ”

　　　　　　　　　日本の 社会 にお け る
“
お金

”

の 問題

　　　　　　　　　日本 にお け る外国人労働者 問題

　　　　　　　　　日本の 新興宗教

　　　　　　　　　リク ル ー ト事件

　　　 3） シ リ
ーズ ：

　　　　 現 代の 日本　 i） 日本 の 女性　ii） B 本人 とお金　iii） 日本の 住 ま い
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　　iv） 日本の 企業　 V ） 日本人の 考 え方

4）　　
」邑
Japan　direkt

”

　　　　 「
“
西 ドイ ッ に 見 習え

”
論 の うそ」 西尾幹二 （諸君 ）

　　　　 「パ パ は単身赴任 」　（読売新聞）

　　　　イ ン タビ ュ
ー 「臨教 審委員に 聞 く」　（朝 日新聞）

　　　　 「
アデ ナウ ア

ー
と吉田　茂」 大嶽秀夫 （中央公論）

　OAG が第 1 回の ドイ ツ 日本学会 を企画、開催 した の は 、 昭 和63年 （1988年） の 4 月で

あ っ た 。 日本人および 第三 諸国 の 入 々 に も参加 を積極的 に 呼 び掛 け た。第 1 回で は特に総

合 テ
ーマ を決め なか っ た 。 開催前 日 の 4 月 6 日の 晩 に ウ ィ

ー
ン 大学の 日本学教授ゼ ッ プ ・

リン ハ ル ト博士 の 「日本に お ける娯楽の 歴 史に つ い て 」 と い う記念講演が あ っ て、 7 日、

8 日の 両 日 に わ た っ て 20件の 研究報告、 2件の 研究予定に関する報告、そ して パ ネル ・

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が行 なわ れた 。 日本人 の 研究報告者 は残念 なが ら い なか っ た 。 研究報告

の い く．つ か を挙げれ ば次の とお りで ある 。

　　　邦楽界 に お ける閉鎖性

　　　日本の 芸術に おけ る 「あそ び 」 に つ い て

　　　国際化 とい う試金石 として の 日本にお ける韓国人 問題

　　　有賀喜左衛門の 社会学 とその 日本人論 との 関係

　　　日本の 家庭教育に つ い て

　　　日本映画の 現状

　　　日本市場の 国際化 と自由化

　パ ネル
・
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は

「 ドイ ツ 在住の ドイ ツ 人 日本学者 と 日本在住の ドイツ 人 日

本学者 の 連携の 可能性 に つ い て 」 とい うテ
ーマ で行なわれた。

　第 2 回は平成 2年 （1990年） 3 月 7 日
〜 9 日に 開催 され た 。 今回 は

「 日本に お け る中心

と周辺 」 と い う総合テ
ー

マ が 設け られ た 。 テ
ーマ が 限定されたた め か

、 研究報告が 10件と

前回 よ りも少なか っ たが 、 今回は 日本人の 研究報告が 1件あっ た 。 報告の 主な もの を挙げ

る と次の とお りで ある。

　　　や くざ　一　排除 され た下位文化か 、或 い は容認 され た 日本社会 の
一
部分 か

　　　アイヌ 文化 に お け る中心 と周辺

　　　大嘗祭　一　未公開の 部分 （秘儀） と
一

般公 開 される部分

　　　　　　　　　　　　 （報告者 　中村 　郁夫）

　　　親鸞の 越後滞在 とそれが 彼の 後の 信仰 に及ぼ した影響

　　　浄土真宗の 本願寺 派 と別派

　総合テ
ーマ が パ ネ ル ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の テ

ーマ とな っ た。

　私が 研究報告 を した第 3回 ドイ ツ 日本学会 は
「
日本の 美学 」 を総 合テ

ーマ と して行なわ

れ た 。 16件 の 研究報告、 4件の 補助報告、そ して パ ネル
・
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が あ り、第 2

回よりも盛会だ っ た。 日本人 の 研 究報告者 は私 1 人だ っ た が 、 ドイ ツ の 人の 研究報告 の 補

助報告者 として 2 名の 日本人が参 加 し た 。 研究報告 の 主な もの を挙 げて る と次の とお りで　130

あ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
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　　些末化の 美学　
一
　日本の テ レ ビ ドラ マ に お け る社会問題 の 取 り扱 い

　　文学に おけ る風景描写の 美学 　
一
　例 えば三 島文学に お い て

　　バ ー （酒場 〉の 美学　一　 ス ナ ッ ク に お け る会話の 役割

　　 「茶の 本 」　 または ：　 美 しき日本

　　戯画 の 世 界　
一
　漫画 の 人気 と 視覚文化

　　江戸時代の 儒教に お け る倫理 と美学の 同
一

化に つ い て

　　日本にお け る美術品取引

　　茶道の 美学

　　法的限界を きめ る 日本人 の 美学

　　今 日 の 日本の 政治 ・経済 に み られ る 日本の 美学の 功罪 （報告者　田中　敏｝

今回 も総合テ
ーマ が パ ネル

・
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の テ

ーマ とな っ た。

　　　　 OAG の 講演や研 究論文の み な らず、そ の 他
一
般に ドイ ツ 人 の 書 い た 日本文化 に つ い て

　　　 の 著作、或 い は ドイツ の 新聞 ・雑誌 の 日本関連記事 を読 む た び に い つ も思 うこ とが 二 つ あ

　　　 る。一
っ は、私 たち日本人が 彼 らに伝 えた い もの と、彼 らが興 味 を持 っ て取 り上 げ る もの

　　　 との 間 にギ ャ ッ プが ある と い うこ とで あ る 。 私は何 も観 光向け の 日本文化だ けを伝 え た い

　　　 と思 っ て い るわ け で は な い
。 日本の 恥部や 弱点 ももち ろ ん伝 えなけれ ば な らな い

。 しか

　　　 し、そ れ らは一般的 な事実 とい う文脈の なか で 捉 え ら れ て 初め て そ の 真実が 理 解出来 る の

　　　 で あ る。と こ ろ が 彼 らが 興味 を示 す の は、日本 に お い て もご く特殊 な部類に属する現 象

　　　 で、彼 らはそ の 現象だ け を取 り上 げ強 調する 。 弱点 と特殊 だ け を組み 合わせ 、それ以外 を

　　　切 り捨 てて構成 した作文は、日本 をよく知 らな い 平均的 な ドイ ッ 人に は、さなが ら事実の

　　　 全体像 で あ るか の ような錯覚 を起 こ させ る。そ うい っ た もの は 日本 の 誤解に寄与する こ と

　　　 はあ っ て も、決 して 日本の 正 しい 理 解の ため に役立 つ もの で はな い e もう
一

つ は、彼 らの

　　　考え方 の 根底 には 、 もはや彼 ら自身 自覚す る こ とが で きな くな っ て しまっ たほ どに 身に し

　　　み つ い て い る所謂 西欧 中心思 想 な る もの が あ っ て 、自分 た ち の 尺 度を絶対 と考え 、 そ の 尺

　　　度で 日本の 文化を裁 くと い う姿勢 が どうして も見受 け られ る と い うこ とで ある 。 こ の 二 つ

　　　の 傾向 は、一と い っ て も、こ の 二 つ は 別個 の もの で はな く、互 い に関連 し合 っ て い る、一

　　　何 も ドイツ 人に 限 っ た こ とで は な く、西欧 人
一

般 に つ い て 多か れ少なか れ い える こ とであ

　　　 るが
、 ドイ ッ 人 の 場合、こ の 傾向が 特 に 顕著で ある ように私 に は思 われ る 。 そ して それ は

　　　次の よ うな事情に よる もの で は な い か と私 は考えて い る 。 ドイ ツ 人 に は、自分 たち は 日本

　　　人 の 教師で あ り、模範 とな っ て きた とい う自負が あ り、彼 らは 日本人 を常に そ うい う立場

　　　で 見て い る。一方、 ドイツ 人 は 自分 た ち に は 日本 と歴 史的発展、運命 に お い て相似た と こ

　　　ろが あ り、同 じよ うな経験 を して きた と考 え、日本人に対 して仲 間意識 と親近 感を持 っ て

　　　い る 。 こ うした ドイ ツ 人の 師 と して の 自覚、さらには傲慢 さの 下 に隠 され た親近感 は、相

　　　手が 、
つ ま り日本が 或 る枠 を越えた場合 とか、予 想以 上 に発達 した場合 など に 異常な対抗

　　　意識 とな っ て現 われ の で あ る。そ こ に最近 の ドイッ の 日本研究や 、 ドイツ の マ ス ・メ デ ィ

　　　ア の 日本関連報告 に、 日本 の 弱点や特殊事情の み を殊 更取 り上 げて 、日本 の 文化の 後進 性

129 　をうた い 、自分 たちの 価値尺 度で 日本を断罪す る傾 向が 多 い 所 以が ある と私 は 考えて い

（14） る。
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　い ずれ にせ よ、そ の よ うな 日本研究 とそあ普及 は 日本 の 正 しい 理解 を妨 げ る もの で あ

り、 ドイ ッ と B 本の 真の 相互 理 解 を考え る とき、こ の ままに して お けな い 問題 で ある 。

一

因 み に 、相互理解 とは 、お互 い に 理 解 し合うこ と で ある か ら、我 々 の 西洋理 解 に つ い て も

反省 して み る必要が あ る。我 々 あ正 しい 西洋理解 を妨げ て い る もの は何か とい うと、そ れ

は我 々 の 西洋 へ の 限 りない 憧 憬 と幻想で あ る と私 は思 っ て い る。一 欧米人の 日本 に 対 す

る関心が
一
般的 レ ベ ル で高まっ て きたこ とは歓迎すべ きこ とで あ るが、

．
彼 ら欧米側の 独断

と偏見 に 日本理 解 を委ね て お い た の で は、日本 に つ い て の 正確 な情報 は伝播 され な い
。

我 々 日本人 も積極的 に外に 向か っ で 自分 をつ まび らか に す る こ とに 努め な ければな らな

い 。 つ ま り世界 に 向か っ て 自己 の
・
弁護 をす る こ とで ある 。 自分 た ち の

“
考 え方

”
、即 ち

「文化」 の 弁護で ある 。

　と こ ろが 、外に 対 して 日本 を弁護 しよ うとする 日本 人は非常に 少ない 。なぜ な ら、 日本

の 所謂知識人 と い われ る人たち の 大部分 は
“
反 日日本バ で あるか らで ある 。 日本で は知

識人 は
“
反 日

”

で なけ れば な らない 。そ して 、反 日 日本 人 に は 日本の 弁護は出来な い 。

　知識 人嫌 い の 、自称俗物の 福田恒存氏 の 次の 言 葉を思 い 出す た び に 私は感動を覚え る。

　 「
良かれ 悪 しか れ、自己を頑強 に肯定 し、こ れ を守 りぬ くと い ふ と こ ろ に しか、文化は

存在 しな い 」 （「文化 とは な に か 」）

　「
日本を一々 外国 と較 べ るなん て愚 かな まねは よさ う」

「 日本人 は 日本を立派 な国だ とお

もは う じゃ な い か 、そ して それ は ご く自然な こ と じゃ な い か 」
「自分 の 短所 に ど っ か と腰

を据 えた らい い の です……
ひ とが なん と い は うど、おれ は おれ だ とい ふ 自信、現代の 日本

に ほ しい もの はそれだ けです」 （
「自信をもたう」｝

　こ の 姿 勢こ そ私 は 日本の
．

「国際化j の 原点だ と思 う。

・
外

．
に対 して 日本を弁護 した 数少 ない 日本の 国際人 に

丁
武士 道』 の 著者の 新渡戸稲造が い

る。『新渡戸稲造全集』 （教文館）全 16巻の うち 5 巻が 英 文め 日本紹介 （も
’
し くは弁護）の

著作で あ る こ とは注 目に値す る 。 日本を弁護 した新渡戸 に つ い て論述 した興 味深 い 著書が

あ る 。

『
〈太平洋の 橋〉 と して の 新 渡戸稲造 』 （太田雄三　み すず書房　昭 和61年）が そ れ

で あるが、著者 は、新渡戸 は米国へ 行 けば 日本をほめ 、 日本 に帰 っ で くれば米国をほ め て

い る と指摘 しそ、新渡 戸が 日本向け の 顔 と西洋向 けの 顔 の 二 つ を持 っ て い て 、「読者 （聴

衆）が 西洋 人で あ るか 日本人で あるか に よ っ て話 を変えた」 こ とを 「新渡戸の 矛盾」 と非

難 して い る。 著者 は また 、

「
彼 （新渡戸）あ日本 の 歴 史や文化 に対す る興味 は 自．然な 自発

的な もの と い うよりは、
’
外国人や 外国文化 との 密接な接触に際 して 、自分の 国民的プ ライ

ドを守るため に そt；L を拠 り所 とせ ざ るを得な くな っ て 、にわ か に生 じた もの で あろた 」 と

い

．
い 、 『武士道 』 は 宣教師 に 代表 され る欧米人 の B 本 文化軽視へ の 単 なる反逆の 書 に す ぎ

ず、新渡戸は武 士道な ど本当に は理 解 して い な か っ た こ と を具体的に示 して 手 厳 し く批判

して い る 。 吏に 、平和主義者 を自認する新渡戸が満州事変の 折 り 日本を、つ まり軍部 を弁

護す る言論活動を海外で 行な っ た と い う事実に つ い て も、著者 は 「新渡 戸 の 矛盾 」 と断罪

して い る。しか し私 は、著者が新渡戸 の こ の 種の 矛盾の 事例 を挙げれば挙 げ るほ ど、ます

ます新渡戸に 全幅の 共感 をおぽ え るの で ある。 私 に は新渡 戸 の 心情が 痛 い ほ ど分か る。 新

渡 戸 の 矛 盾は 外国 人や外 国文 化 と密接 に接 触 した 日本 入 に は避 け られ な い 当然 の 矛盾・　 128

否 、正 当なる矛盾 と い うべ きで は な い か と私は思 っ て い る。　　　　　　　　　
． ．

　 （15）
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　日本を外に対 し て 弁護 した もうひ と りの 日本人 に 森鴎外が い る。思 い 出 され るの は 「鵑

外 ・ナ ウ マ ン 論争 」 で ある。1886年、当時 ドイ ツ に留学 して い た25歳の 森林太 郎 1よ 地 質

学者ナ ウ マ ン の 論文
「
日本列 島の 地 と民 」 に独断 と偏見を見て 憤慨 し、 ミ ュ ン ヒ ェ ン の 新

聞紙 上 で 駁論 を加 えた の で ある 。 こ の 有名 な鴫外 ・ナ ウマ ン 論争の 双方の 全文 をい ま読む

と （『若 き日 の 森鴎外 』 小掘桂
一

郎　東京大学 出版会 　昭 和44年）なぜ こ れ ほ ど まで に 鴎

外は い き り立た ねば な らなか っ たの か 、怪 訝に さ え思 う。 ナ ウマ ン の 日本観察は必 ず し も

正確 とは い えな い が、す べ て 独 断と偏見 に 満ち て い る とは い えない
。 しか し森林太郎 は執

拗 に言葉尻 に噛み つ い て 、全力 をあげ て 日本 を弁護 して い る。彼は、「こ れは た だ全 く私

の 祖国の ため に 、そ して私の 同胞の ため に 」 筆をと っ た の で ある 。 そ して鴎外 もまた、新

渡戸 と同 じように、日本 へ 帰れば西洋文明か ら学ぶ こ とを積極的に 推進 する啓蒙家 と して

活動 した 人 で あ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

　誤解 を恐れずに 言え ば、日本を外 に向か っ て 弁護す る者は 二 つ の 顔 を持 っ て 当然 だ し、

読者 （聴衆）が 西洋人か 日本人 か で 話 しを変え て しか るべ きで ある と私 は考え て い る。

　 OAG で 発表 した私 の 研究報告 も聴衆が ドイッ 人で あ る こ と を意識 して 行な っ た もの

で、内容 も力点 も日本人な ら当然違 っ た もの に な っ たで あろ う。日本人が 聴衆 （読者）な

ら批判する で あろ う事実に つ い て も、こ こで は肯定的 に弁護 して い る 。

　 こ の 研究報告 で私が 述べ た こ とは 日本人 に と っ て は特 に 目新 しい もの で はな い
。 そ もそ

も私 は美学の 専門 家で はな い し、勉強を したこ ともな い
。 ドイ ッ 日本学会が 日本で 開か れ

て い る の に 日本側 か らは寂と して 声 の 無 い の は誠に 残念に 思 い
、 鴎外の 言 葉をか りれ ば 、

「 こ れ は ただ全 く祖国の ため に、そ して 私の 同胞 の た め に 」 発言 しただ けで ある 。

　披 露するほ どの 内容で は ない が 、ご く簡 単に要約すれ ば次の とお りで あ る 。

　超 自然の 絶対神 を持 たな い 、つ ま り宗教的戒律 の な い 日本の 社会 に お い て 、秩序の 規範

とな っ て い るの は、人 と人 との 和、即 ち円滑な人 間関係そ の もの で あ り、 そ の 人間関係の

モ ラ ル を支えて きた の は私達の 美感、美意識で あ っ た、 とい う福 田恒存氏の 考 えを土 台に

し て 「人間 関係の 美学」 をキーワ ー
ドに論 を展 開 し た 。円滑 な人間関係を最高原理 とす る

我 々 の
「美学」 は、経済活動 にお い て は功 を齎 ら し、政治 の 世 界で は功罪 相半 ば して い

る、と い うの が 結論で あ る。最後に山本七 平氏 の 小文 の
一部 （

『
日本人的発想 と政 治文化 』

日本書籍　昭和54年〉 を借用要約 して 研究発表の 結び の 言葉 と した。即 ち、我 々 日本人が

対象 を見 る とき、日本人の 立場 で 日本人の 見 方で そ れ を見 る。それ は 当然の 権利 で あ っ

て、イ ス ラ ム 教徒の 立 場 で、あ る い はア ラブ 人 の 立場で こ れ を見 よ と い うこ と自体無理 と

言わ ねば な らな い
。 自分の 立 場で 対象 を見 るこ と、それは至極 当然の こ とで、世界の 多 く

の 国は それ を当然 と して い る 。 我 々 日本人 に と っ て 今、肝 要なこ と は、我 々 に は 日本的伝

統に 立 っ て 日本的見方で 見 る以外に 見方が な い 、と い う こ とを我 々 自身が まず 自覚 す る こ

とで ある。そ の 上で我 々 は外に対 して次 の よ うに は っ き りと言わ な けれ ば な らな い
。

「あ

な た方が あ なた方の 見方で 日本 を見 る こ とを我 々 は否定 しない 、と同時に 、我 々 が我 々 の

立場で あ な た方を見る権利 を留保す る 。 そ して 、そ うい うさ まざまな見方を互 い に 認め 合

うこ とが 、実は、相手 を認め て 話 し合 う前提 な の だ 」 と 。

　興味 深か っ た の は、私 の 報告 が終 わ っ て か らの 質疑応答 に お い て 、 ドイ ツ 人の 質疑 が こ

の 結び の 言葉 に 集中 した こ とで ある。紙幅の 都合 でそ の 詳細 に触れ る こ とは出来な い が 、
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第 3 回 OAG ・
ドイツ 日本学 会で 研 究報告 を行 な っ て 田中敏

西欧人 の 考え方は本質的に 普遍主義的で 、彼 ら に は相対主義 とい うもの が畢境 理解出来な

い の だ と い うこ と を い や と い うほ ど思 い 知 らされ た 。

　国際化が 叫 ばれ る今 日、我 々 の 課題 は、我 々 が 西洋の 普遍 主義 と如何 に対決 して い くか

とい うこ と に尽 き る と思 っ たの で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（言語 文 化学科 教授　 ドイツ 語 ・日本学）

〔以下の 独文の 研 究報告は OAG ・ドイッ 東洋文化研究協会が 出版す る
“Asthetik　und

Asthetisierung　in　Japan− Referate　des　3．　JapanolQgentages　der　OAG 　in　Tokyo
”

（「日本の 美学一第三 回 OAG ・ドイ ツ B 本学会研究報告集 j） に い ずれ収録 され るが、同

協会の 好 意に よ りそれに 先立 ち ここに掲載す る許可を得 た 。 〕
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Auswirkungen der "japanischen
 Asthetik" auf  die Wirt-

schaft  und  Politik im heutigen Japan

von  Tanaka  Satoshi
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  Nicht selten  wird  behauptet, daB es  fUr einen  Auslander schwer,  wenn  nicht  gar

unm6glich  sei,  Japan und  die Japaner zu  verstehen,  Diese Schwierigkeit im Umgang

mit  Japan kommt  meiner  Meinung nach  daher, daB den meisten  Auslandern die

Grundlagen des japanischen Denkens,  die Prinzipien, auf  die der Japaner alles bezieht,
unzuganglich  sind.

  Ich erinnere  mich  an  folgende Episode : Im  Flugzeug war  ein  Japaner mit  einer

tilteren amerikanischen  Dame  ins Gesprtich gekommen.  Sie fragte ihn, welche  Religion

er habe. Als er  antwortete,  daB er  sich  zu  keiner Religion bekenne, fragte ihn die Dame

ganz  erstaunt,  nach  welchen  Kriterien ef  dann seine  Kinder erziehe.

  Heute  1tiBt sich  sagen,  daB sich clie Industrielander des Westens von  den einengenden

Fesseln der Religion zum  groBen  Teil befreit haben. Diese Befreiung war  jedoch erst
durch die Uberwindung der Bibel und  ihres strengen  Monotheismus m6glich.  Sie

unterscheidet  sich  damit grundlegend  von  der religiOsen  Unabhtingigkeit des Japaners,
zu  der dieser auf  direktem Wege  Uber den Pantheismus gelangt ist. Dieser Unterschied
ist wesentlich,  auch  wenn  das Ergebnis gleich ist,

  Dennech wird  niemand  bestreiten, daB in der heutigen Lebensweise und  Denkart  des

Europaers noch  immer  spUrbar  ist, wie  sehr  sein  Denken  durch  christliches  Gedanken-

gut gepragt  ist. Fifr ihn, der einen  Ubernattirlichen und  absoluten  Gott Uber sich  hat,

bedeutet die Religion ein  Kriterium oder  ein  Prinzip, das sich  
"hinter

 seiner  Seele"

befindet und  ihn stUtzt.  Was  der Europaer  unter  der Religion versteht,  ist also grund-

legend verschieden  von  dem, was  wir  Japaner darunter verstehen.  Fifr den Japaner
bedeutet die Religion nichts  weiter  als  

"imashi
 no  alama  mo  shiiop'in kara" ,

 was  soviel
                              .
heiBt wie  : "Glauben

 1tiBt sich  an  alles"  , Es  ist daher mehr  als  versttindlich,  daB jene
arnerikanische  Dame  Uber den Japaner, der ihr vOllig  arglos  mitgeteilt  hatte, er habe

keine Religion, in h6chstem MaBe  entsetzt  war  und  ihn ftir einen  Menschen  ohne

Prinzipien hielt.

  Man  wird  nun  zu  Recht  die Frage  stellen, wie  die japanische Gesellschaft, die ja kein
Ubernattirliches und  Absolutes kennt - mithin  also  eine  Gesellschaft ohne  "Kanon"  ist
-
 trotz alledem  in der Lage war,  ein  hohes MaB  an  gesellschaftlicher Ordnung
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aufrechtzuerhalten,  Es  rnuB  - logisch gesehen -'ein gewisses Etwas gegeben  haben,

das sich  
"hinter

 der Seele" des Japaners befindet und  ihn stUtzt.  Was  aber  ist dieses

Etwas ? Meine  Antwort auf  diese Frage ist .die, daB es unser  asthetisches Empfinden

ist, was  uns  stUtzt. Man  kann dieses Etwas  auch,  wenn  man  will,  
"japanische

 Asthetik"

bezeichnen.

  Das Thema  des diesjahrigen' Japanologentags lautet 
"Asthetik

 und  .Asthetisierung in

Japan" . Meinen Sie nicht  auch,  daB ein solches  Thema  eigentlich  nur  in bezug auf

Japan mdglich  ist ? Und  wenn  dies tatstichlich so  ist, wUrde  dies dann nicht  gleichzeitig

bedeuten, daB･unter 
`'Asthetik"

 irp Falle Japans etwas  anderes  zu  verstehen  ist ?

  Man  h6rt und  liest htiufig den Ausdruck 
"nihon

 no  bigaku" . Ubersetzt man  diesen

Begriff wortgetreu  ins Deutsche, ergibt  sich etwa  wie'"japanische  Asthetik" , Mein

SprachgefUhl aber'sagt  mir, daB eine  solche  (jFbersetzung einzig  in AnfUhrungszeichen

rn6glich  ist, Auch im Japanischen' hOrt und  liest man  nur  selten  den Ausdruck 
"dbitsu

no  bdgaku" oder  
"amerka

 no  bigaleu" , und  hier ist, so  glaube ich, eine  Ubersetzung wie

"deutsche  Asthetik" oder  ."amerikanische  Asthetik" , selbst  wenn  sie in AnfUhrungszei-

chen  steht,  undenkbar.  Dies alles  kommt  m.  E. daher, daB 
-
 erstens  es  sich  bei der

Asthetik um  einen  universellen  Begriff handelt und  sie deswegen nicht  ftrr jedes Land

einzeln  zu  bestimmen ist,' und  zweitens  -- daB trotzdem  eine  stillschweigende  Vberein

kunftunterdenJapanernundauchunterauslandischenJapankennerndartiberbesteht,daB

der SchOnheitsbegriff in Japan irgendwie anders  ist als  im  Westen. Hinzu kommt  noch,

daB ein  Japaner, wenn  er  das Wort  
"Asthetik"

 im Zusammenhang  mit  Japan verwen-

det, unbewuBt  davon ausgeht,  daB dabei von  der Grundlage der Lebens-und  Denkweise

des Japaners die Rede ist. 
'
 .･ ,

  Auf dem  Gebiet der Asthetik im  westlichen  Sinne bin ich ein  Laie. Ich m6chte  heute

deshalb spontan  und  ohne  einen  Anspruch auf  Vollstandigkeit ttber den ･Begriff,der

"japanischen  Asthetik" sprechen,  wie  ich ihn weiter  oben  schon  kurz umrissen  habe.

Meine Darstellungsweise ist dabei weder  konstruktivistisch noch  diskursiv, son,dern

aufbauunabhtingig  und  intuitiv. Auch  dies ist ein  Aspekt  der 
`'japanischen

 Asthe-

tik".･･.  , ,.

I

 Unsere anfangliche  Fragestellung soll lauten : Warum  hat der Japaner das Absolute

nicht  nOtig,  und  wie  kommt  er  {n einer  Gesellschaft, die keinen 
L`Kanon"

 kennt, mit

seinem  Leben  zurecht?  DafUr gibt es  folgende zwei  GrUnde:

  Der erste  ist in der geographischen  Lage Japans zu  sehen.  Der  zweite  ergibt  sich  aus

der Tatsache, daB Japan in seiner  Gesamtheit schon  immer  etwas  wie  eine  Dorfgemein-

schaft  bildete, in der die Menschen  durch die gemeinsame  Ttitigkeit des Reisanbauens

eng  miteinander  verbunden  waren.  
･
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  Japan ist vom  Festland durch das "nicht
 enge  Meer" getrennt. Es hatte schon  immer

Kontakt mit  dem  Festlancl, wodurch  die Kultur und  auch  technische Errungenschafl]en

von  auBen  nach  Japan eindringen  konnten, aber  es  blieb davon befreit, von  anderen

V61kern  militarisch  erobert  bzw. politish beherrscht zu  werden.  Japan ist und  bleibt

daher von  altersher  ein  Land. Die Folge  davon  ist, daB  Japan eine  Nation  mit  hoher

Homogenitat geworden  ist. Japan ist ein Land  soziokultureller  Einheit, und  seine

Bewohner  sind  alle sozusagen  
"GleichfUhlende".

 Ihre zwischenmenschlichen  und  gesel]-

schaftlichen  Beziehungen sind  gepragt durch ein  GefUhl des Vertrauens. Der Japaner
ist daher immer  bereit, Konflikte durch eine  gegenseitige  Verstandigung zu  10sen, ohne

im Absoluten Zuflucht zu  suchen.

  Auch  der Reisanbau, der sich  in Japan bereits in der Frtthzeit seiner  Geschichte

entwickelte,  hat eine  wichtige  Rolle dabei gespielt, alles  zu  homogenisieren. Bekannt-

lich liegt Japan weder  in einer  kalten noch  in einer  heiBen, sondern  in einer  gemtiBigt

warmen  Klimazone, Man  kann aber  das Klima in unserern  Land  kaum  als warm

bezeichnen. Man  findet in Japan alle  Aspekte, wie  sie  fUr kalte und  tropische Zonen

typisch sind. Bald erleben  wir  ein  Klima  wie  am  Aquator, bald liegt der Schnee' bei uns

hdher als  in Sibirien. Bald  haben  wir  eine  so  hohe Luftfeuchtigkeit wie  im  Dschungei

von  Borneo, und  wenig  sptiter schon  blast wieder  ein  trockener  Wind  wie  in einer

WUste. Dies alles  wiederholt  sich  in fast regelmtiBigen  Abstanden. Der Reisanbau in

Japan muB  aufgrund  der obig  beschriebenen Naturbedingungen mit  einem  sorgfaltig

ausgearbeiteten  Plan im jeweiligen 
"Jetzt"

 durchgefUhrt werden,  ob  man  will  oder

nicht,  und  zwar  schnell  und  geschickt. Im  Mtirz das Anlegen  der Reisbeete, in der

Regenzeit wird  gepflanzt, nech  vor  dem  Taifun mttssen  die Ahren Frttcht6 tragen, und
dann bei sch6nem  Wetter im  Herbst  kommt  die Ernte ; dieser Ablauf laBt sich  nicht

andern. Da  es  heiBt, daB 85%  der Bewohner  Japans im  Mittelalter Bauern  waren,  kann

man  sagen,  daB damals fast alle  Japaner zu  jeder Jahresperiode gleichzeitig derselben

Tatigkeit nachgingen,

  Wenn  jemand sich  sagte  : 
"Ich

 gehe  meinen  eigenen  Weg", dann muBte  er  mit

Sicherheit verhungern  oder  aber  von  den Almosen  der anderen  leben. Und  noch  immer

ist diese Gesellschaft eine  Gesellschaft, in der Faule und  Taugenichtse nicht  leben

k6nnen. Schwerftilligkeit bedeutet in diesem Lande  Unfahigkeit, Infolgedessen muB

man  fleiBig und  
-
 manchmal  ja - auch  gehetzt  sein,

  In Japan gibt es den Ausdruck 
"tonan'

 byalet{shO" (w6rtlich : Nachbar-Bauer).

Dieser wird  gebraucht fUr einen  Bauer, der immer  in der gleichen  Weise arbeitet  wie

sein  Nachbar.  Er pflanzt Reis, wenn  sich  sein  Nachbar an  das Reispflanzen macht.
Wenn  sein  Nachbar  das Feld dtingt, dann  dtingt er  es auch.  Wenn  sein  Nachbar  erntet,

tut er  auch  dasselbe,

  Yamamoto  Shichihei, einer  der reprtisentativsten  Kulturkritiker Japans, sagt,  daB
die Landwirtschaft  in Japan also  in Art einer  Kampagne  durchgefUhrt wird,  und  er
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nennt  sie'"Reisanbau  in Kampagneart" .

  In Anbetracht dieser Verhaltensweise beklagen sogenannte  
"fortschrittliche"

japanische Intellektuelle oft,  daB es  den Japanern an  Selbsttindigkeit fehle. Dem

m6chte  ich jedoch folgendes entgegenhalten  : Es zeugt  durchaus von  Selbsttindigkeit,

wenn  man  einen  Nachbarn selbsttindig als  Vorbild wtihlt,  um  genau  das zu  tun, was

dieser tut. SchlieBlich ist es  einem  nicht  mdglich,  den Nachbarn nachzuahmen,  wenn

man  nicht  die gleichen Ftihigkeiten und  die gleiche Geschicklichkeit wie  dieser besitzt.

Es bedeutet daher auch  eine  Selbstandigkeit, wenn  man  danach strebt,  die gleichen

Ftihigkeiten wie  sein  Nachbar zu  gewinnen. HinzufUgend  wifrde  ich diese 
"fortschritt-

lichen"'Intellektuellen fragen, ob  sie  noch  nie auf  die Idee gekommen  sind, daB sie

selbst  letztlich auch  tonari tpiakztsho- sind,  wenn  sie sich  in allem  an  ihren Nachbarn

Europa und  Arnerika orientieren  ?!

  Man  darf hier also  nicht  vergessen,  daB die Grundidee des "Reisanbaus
 in

Kampagneart" , eine  Lebensweise des Japaners schlebhthin,  bei der Modernisierung

Japans in der Meiji-Zeit und  auch  bei der erstaunlich rapiden  Entwicklung der japani-

schen  Wirtschaft in der Nachkriegszeit, worUber  ich sptiter  noch  sprechen  werde,  eine

groBe'Roll  gespielt hat.

  Es muB  wohl  kaum  erwtihnt  werden,  daB ein hohes MaB  an  
"FleiB"

 und  
"Harmonie

unter  den Mitmenschen" bei diesem japanischen Modell des "Kampagne-Reisanbaus"

eine  wichtige  Voraussetzung bildete, In dieser Geseslrschaft muBten  sich  die Leute vor

allem  darum bemtthen, die Harmonie  mit  ihren Mitmenschen  aufrechtzuerhalten,  um

ihrer jeweilig natttrlichen  Umwelt  entsprechend  zusammenarbeiten  zu  kUnnen. Die

Harmonie  des Zusammenlebens war  fttr den Japaner schon  immer  oberstes  Gesetz. Der

Japaner hatte daher eine  ktinstliche Ordnung, einen  
"Kanon"

 , nicht  n6tig.

  Im  folgenden mOchte  ich darauf 
'eingehen,

 auf  welche  Weise man  damals  eine

Besprechung durchgefUhrt hat, um  zu  einer  gegenseitigen Versttindigung zu  kornmen,

wenn  Konflikte innerhalb dieser Gesellschaft entstanden  waren.  Die Besprechung,

yon'ai (wOrtlich etwa  : Versammlung) genannt, lief in etwa  auf  folgende Weise ab  :

Die Leute, die an  der Besprechung teilnahmen,  auBerten der Rei'he nach  ihre Ein-

stellung, ihre Meinung  und  ihre Geftthle. Es gab  dabei weder  Auseinandersetzurigen

noch  Diskussionen  zwischen  den beiden Parteien, die zueinander  im Gegensatz standen,

Nachdem  alle  Tei!nehrher ihre Gedanken  tind ihre Meinung  dargelegt hatten, war  die

Besprechung aus,  Einige Tage  sptiter  wurde  eine  zweite  Versammlung  einberufen,  und

die Teilnehmer tiuBerten wie  schon  beim  ersten  Mal  ihre Meinung,  Dabei war  jedoch
zu  beobachten, daB sich  die Gegenstitze zwischen,den  beiden streitenden  Parteien schon

deutlich verringert  hatten. Indem man  also  eine  Versammlung  mehrmals  durchfUhrte,

lieB sich  der Gegensatz der beiden Kontrahenten  allmahlich  Uberwinden. Man  fand also

eine  M6glichkeit zur  Verstandigung, und  schlieBlich  kam  man  zu  einer  Ubereinstim-122(21)
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mung.  Man  gelangte also  zu  einem  BeschluB, ohne  ein einziges  Mal  diskutiert oder

abgestimmt  zu  haben.

  Da es  bei dieser Vorgehensweise keine Konfrontation gibt, sind  die AuBerungen der

Teilnehmer als reine  Vorbereitungsphase oder  als  UbergangsprozeB zu  einem  Be-

schluB  zu  sehen.  Die Besprechung  laBt also  keinen entscheidenden  und  unheilbaren  RiB

unter  den Leuten zurUck,  somit  ist die Harmonie  in der Gesellschaft beizubehalten,

  Diese Art und  Weise der Besprechung lebt heute noch  in dem  modernen  Unter-

nehmen  Japans und  auch  in der Welt der Politik fort, Wenn  sich  bei einer  Konferenz

Widerspruch gegen  einen  Antrag erhebt,  wird  die Konferenz sofort  abgebrochen.  Dann

werden  die Vorverhandlungen auBerhalb  der Konferenz - hinter den Kulissen also  -

so  lange geftthrt, bis der Antrag bei der ntichsten  Konferenz einstimmig  angenommen

wird.

  In der Tat ist es  den Japanern gleichgUltig, wer  recht  hat und  was  richtig  ist. Es ist

ihnen wichtiger,  Unstimmigkeiten zu  vermeiden  und  Eintracht zu  bewahren, Wesent-

lich ist vor  allem,  daB man  mdglichst  schnell  aus  der unwUrdigen  Situation kleinlicher

Reibereien herauskommt  und  zu  
"wa",

 zu  innerer und  tiuBerer Vbereinstimmung

gelangt oder  zumindest  zu  gelangen  versucht,  Friedliches Zusammenleben  steht  fUr die

Japaner im Vordergrund. Sie wtirden  keinesfalls daran denken, auf  Kosten der

Harmonie  ihre Meinung  dem  Partner gegenUber  unverblttmt  auszudrticken.  Sie

glauben,  daB Bemerkungen, die das eigene  Ich zu  sehr  in den Vordergrund stellen,

geschmacklos  und  
"untisthetisch"

 seien. Harmonie  ist fUr die Japaner eine  moralische

und  asthetische Forderung zugleich.

121(22)

  DaB  man  auf  die Harmonie  mit  seinen  Mitrnenschen  einen  so  groBen  Wert  legt, hat

mit  dem  BewuBtsein, stets von  den anderen  gesehen zu  werden,  zweifellos  etwas  zu

tun. Man  berichtet von  einer  alten  Btiuerin, die zu  ihrem Sohn, der vor  dem  Bauernhof

mit  seinem  Freund plauderte, sagte:`'Es  ist ungeh6rig  (mittomonai) , was  du da

tust I du k6nntest von  jemand im Dorfe gesehen  werden.  Nimm  

'einen
 Besen und  tue

zumindest,  als  ob  du fegen wifrdest.  
"
 Auch  wenn  diese Episode ein  extremes  Beispiel

darstellen mag,  1tiBt sich  sagen,  daB  mehr  oder  weniger  bei jedem Japaner ein  solcher

Charakterzug zu  beobachten ist. Es difrfte hier eher  die Interpretation zutreffen,  dal]

das Faulsein dem  tisthetischen BewuBtsein  des Japaners nicht  entspricht,  als diejenige,

daB der FleiB ftir ihn eine  Tugend  sei. Es geht  natUrlich  etwas  zu  weit,  da3 man  sich

fleiBig stellt, es  ist aber  auch  falsch, die AuBerung  der alten  Frau als  falsch eder

hinterlistig zu  bezeichnen. Es ist zwar  richtig,  daB  sie  nur  auf  das AuBere  Wert  legt,

aber  ich als  Japaner gehe  davon  aus,  daB  ihre AuBerung  einzig  ihrem tisthetischen

BewuBtsein entspringt.  Man  kdnnte hier sagen,  daB der FleiB fUr sie nicht  eine  Frage

der Leistungsfljhigkeit oder  der Pflicht war,  sondern  daB es ihr einzig  urn  das tisthe-

tische Empfinden  und  um  die Harmonie  in der Gemeinschaft ging.
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  In unserer  Gesellschaft, in der man  auf  Harmonie  einen  so  groBen  Wert  legt, sieht

man.Bemerkungen,  die das eigene  I'ch in den,Vordergrund stellen,  als  htiBlich an.  Der

Japaner ist gegen  .jede Art von  Selbstbehauptung empfindlich  und  yersucht, sie  soweit

wie  m6glich  zu  vermeiden.  Ich mdchte  hier ein charakteristisches  Beispiel dafttr

anftthren:,  
'
 ･

  Auch  die Liebe ist ftir den Japaner losgel6st von  jeglicher Leidenschaft. Die durch

den Geschlechtstrieb hervorgerufene Wollust ist fUr･ den Japaner nichts  anderes  als

eine  htiBliche f`Behauptung des Ichs". Die Japaner muBten  also  jede Art von  
"Unzucht",

die Heirat eingeschlossen,  asthetisieren.  So haben Mann  und  Frau in enger  Zusam-

menarbeit  nicht  die Liebe selbst, 
'sondern

 die Stimmung  der Liebe, d,h. alle  Dinge um

die Liebe kttnstlerisch verschtinert  und  stilisiert. Bei einer  Lebensweise, in der das

asthetische Empfinden im  Mittelpunkt steht,  wird  auch  die Behauptung des Ichs

anerkannt,  wenn  sie nur  einen'sch6nen  Stil hat. Jede Art  von  Selbstsucht, ZUgellosig-

keit und  auch  Unzucht wird  dadurch, daB  ihr ein  schdner  Stil gegeben  wird,  davon

befreit, rnoralisch  beurteilt zu  werden.

  Es gibt wohl  kein anderes  Volk auf  dieser Erde, das die Freudenviertel, nach

westlicher  Definition ein  Ort des Ehebruches, so  tisthetisiert hat wie  die Japaner. Bis

hin zu  dem  Zeitpunkt, als  westliche  Ideen nach  Japan einzustr6men  begannen, ware

selbst der.sittenstrengste Mann  in Japan nicht  auf  den Gedanken gekommen,  ein

Bordell als  etwas  Unmoralisches zu  betrachten, Man  muB  sagen,  daB  dies einzigartig

in der Welt ist. ,

II

  Wenn  man'tiber  die Asthetik in Japan spricht, muB  man  natUrlich  auch  auf  die

japanische ,Kunst zu  sprechen  kommen.

  DaB  die Japaner, denen  die zwischenmenschlichen  Beziehungen sehr  wichtig  sind,

dazu neigen,  sich  nach  dem  anderen  zu  richten,  und  daB sie folglich immer  bemtiht sind,

bei der Ausrichtung ihres eigenen  Lebensstils immer  vorsichtig  zu  prttfen, wie  der

andere  denkt und  ftthlt, habe ich bereits erwtihnt.  Diese Tendenz  1tiBt sich  auch  in der

japanischen Kunst  beobachten. Man  kann  sagen,  daB die japanische Kunst  eng  mit  den

zwischenmenschlichen  Beziehungen verbunden  ist, Beziehungen, bei denen die Sorge

um  das Dasein des anderen  eine  wichtige  Rolle spielt  und  vordringlich  im  BewuBtsein

vorhanden  ist. 
'
 

'
 , ･.

  Was  z･.B. die Literatur betrifft, so  beschtiftigten sich  die japanischen Schriftsteller -･

angefangen  vom  Genji-Monognlan' bis hin zum  Fernsehspiel von  heute - fast

ausschlieBlich  mit  gesellschaftlichen Problemen, die aus  den Schwierigkeiten, wie  sie120(23)
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sich  aus  dem  Wunsch  nach  einem  harmonischen Zusammenleben  ergeben,  entstehen,

oder  aber  mit  dem  inneren Konflikt des Menschen,  der sich  gezwungen  sieht, den spezi-

fischen BedUrfnissen der Gesellschaft zu  entsprechen.  Ich kenne in der Tat kaum  ein

literarisches'Werk, in dem  der Autor Uber den Menschen  hinaus nach  transzendenter

Wahrheit strebt.

  Was  die Tatsache anbelangt,  daB die japanische Kunst so  eng  mit  zwischen-

menschlichen  Beziehungen verbunden  ist, so  1tiBt sich  dasselbe nicht  nur  vom  Thema,

sondern  auch  von  der Art und  Weise  der Herstellung eines  Kunstwerks  behaupten, und

auch  von  dem  Ort, an  dem  ein  Kunstwerk geschaffen wurde.  Die Literatur war  in

Japan bis Ende  des Mittelalters hauptsachlich eine  mUndlich  Uberlieferte Dichtung. Sie

wurde  rezitiert  und  war  damit eine  Kunst, die vor  einem  Publikum aufgefUhrt  wurde.

Das 7iznka wiederum,  das japanische Kurzgedicht, war  ursprUnglich  eine  Art ge-
hobener  Gesprachsforrn. Sptiter entstand  es meistens  bei gesellschaftlichen Anltissen

und  wurde  spontan  aus  derjeweiligen Situation oder  Stimmung  heraus geschaffen. Die

auf  diese Wiese entstandenen  Gedichte der Anwesenden  wurden  unmittelbar  diskutiert.

Auch  Cha-no-yu, die Teezeremonie, ist nichts  anderes  als  ein Ritus, bei dem  Umgangs-

formen  in kUnstlerische Gesten verwqndelt  werden.  Genauso ist es  bei thebana, dem

Blumenstecken, das in der Muromachi-Zeit eine  Form' des gesellschaftlichen Umgangs
war.  Selbst die Malerei, bei der es  sich  eigentlich  um  eine  Inclividualkunst handelt,

wurde  im  alten  Japan als  Kollektivkunst, d.h. als Kunst  des gesellschaftlichen Um-

gangs  verstanden.  Bei Shigaiuku, einer  Kombination von  Malerei mit  Dichtkunst,

wurden  z.B.  Bilder in einer  Art Salon ausgestellt,  Uber  die man  dann diskutierte. Ein

Dichter schrieb  dann spontan  seine  Eindrticke in Versen  auf  die Bilder, Auch  dies zeigt

wiederum  deutlich, daB sich die japanische Kunst entwickelt,  indem sie  unmittelbar

aus  den zwischenmenschlichen  Beziehungen entsteht  und  diese zum  zentralen  Thema

hat.

  Im  Westen  gibt es  die Auffassung, daB der Ktinstler ein  einsames  Wesen  ist. Dies

kommt  m.E.  daher, daB dort die Meinung vertreten  wird,  es  sei Aufgabe des KUnstlers,

die transzendentale  Wahrheit zu  erforschen,  die Uber  den Menschen hinausgeht. Dem

KUnstler kommt  somit  eine  ahnliche Rolle zu  wie  dem  Wissenschaftler und  dem

Philosophen, die beide nach  der Wahrheit streben.  Einzig die Art und  Weise der

Forschung ist verschieden,  Damit  muB  sich  der Ktinstler unter  all den gewdhnlichen
Menschen, die nur  an  ihr augenblickliches  GIUck denken  und  einzig  ihren Neigungen

nachgehen,  netgedrungen  einsam  ftihlen. Diese Vorstellung aber  von  der Einsamkeit

des KUnstlers war  in der Geschichte der japanischen Kunstanschauung  niemals  zu

beobachten. Im  Gegenteil. In Japan ist und  war  schon  immer  die Vorstellung gttltig,
da3 auch  der KUnstler einbezogen  ist in das Geflecht der alltljglichen  zwischenmensch-

lichen Bezeihungen und  er  ein Mensch  wie  jeder andere  ist.

 Das  Kanop'o zum  Kbkinshu", das Vorwort also  zu  dieser bekannten  Waka-Anthologie,



Meisei University

NII-Electronic Library Service

MeiseiUniversity

as 3moAG･  F1  
･y

 H ts?a?Mxtuaefit lt o(  ma] tw

das Ki no  Tsurayuki,zugeschrieben wird,  ist die erste literarische Abhandlung in

unserem  Land. Donald  Keen, der amerikanische  Japanologe, schreibt  in seinem  Buch

"Japanese

 Literature - An  Introduction for Westen Readers" , claB er  bei de; LektUre

des Kkenay'o seltsam  berUhrt war,  Tsurayuki argumentiert  darin, daB das japanische

Gedicht einzig  und  allein  aus  dem  Herzen des Dichters entstehe,  ohne  daB dabei

Transzendentes  oder  Ubersinnliches unbewuBt  eine  Rolle spielt. Ferner behauptet

Tsurayuki, daB der Dichter nicht  nur  das Herz des Anderen zu  rUhren  vermag,  sondern

er  auch  die Fllhigkeit besitzt, sogar  
"Geister

 und  Gottheiten" zu  beeinflussen. Donald

Keen ist der Meinung, daB der Gedanke  des Kdncijo in einem  grundlegenden  Gegensatz

zur  traditionellen westlichen  Asthetik stehe.  Denn  in der abendlandischen  Asthetik

herrscht namlich,  wie  bereits erwtihnt,  die Auffassung  vor,  daB alle KUnste auf  dem

"Logos"  eines Gottes und  auf  der 
"Idea"

 der Welt begrtindet sind  und  daB Gott als

Ubernatifrliches Wesen  sich  durch den Dichter auBert, dieser also  nur  ein  Medium  ist,

das von  Gott inspiriert ist, Ftir uns  ist es  heute selbstversttidlich, daB das menschliche

Herz das Gedicht bedingt. Der Gedanke aber,  da3 die Quelle dichterischen Schaffens

ausschlieBlich  Herz und  Seele des Dichters sein sollen,  muB  von  westlicher  Sicht aus

befremdend wirken,  geschweige  denn der Gedanke,  daB das, was  aus  dem  menschli-

chen  Herzen entstanden  ist, das tibernattirliche' Wesen  beeinfluBt. FUr  uns  Japaner hat

es  nie  eine  andere  Wahrheit  gegeben  als  die, daB Kunst  ausschlieBlich  ein Ausdruck des

Menschen  ist. Es ist dies eine  Asthetik ohne  Gott . ･
 

.

  Nach westlicher  Kunstauffassung wird  die Ubermittlung eines  subjektiven  Aus-

drucks nahezu  vollkommen  ignoriert, Wenn  man  hinter dem  Ausdruck Ubersinnliches

vermutet,  spielt  es  keine Rolle, ob  eine  Kommunikation  stattfindet  oder  ob  man  von

anderen  verstanden  wird.  Oder anders  gesagt:der  Ausdruck  ist in der westlichen

Asthetik nicht  elne  Aktion zwischen  zwei  Personen. Der Ausdruck ist grundsatzlich

unabhangig  von  einem  Partner. Ausdruck bedeutet, daB Ubersinnliches im Spiel ist,

Und wenn  dem  so  ist, ist selbstversttidlich,  daB Ausdruck von  jedem verstanden  wird.

Tsurayuki hingegen geht  es eher  darum, Geister und  GOtter, Krieger und  Liebende

durch seine  Gedichte zu  bewegen - der einzige  MaBstab,  an  dem  gemessen  werden

kann, ob  ein  Ausdruck dem  poetischen Sinn entsprechend  ausgewahlt  wurde,  Das

Verhtiltnis zwischen  Dichter und  Leser steht  tiber allem.  Kommunikation und  Verstand-

nis  sind  dabei.wesentlich.

. Diejapanische  Kunst iSt im Grunde also  eine  gesellschaftliche Kunst, in der zwichen-

menschliche  Beziehungen  in vielfacher  Hinsicht eine  Rolle spielen.  Diese Tatsache

verleiht  ihr einen  widersprUchlichen,  paradoxen  Charakter.

  Zwischenmenschliche  Beziehungen konfrontieren den Menschen in der Tat mit

 schwierigen'Fragen.  Sie schlieBen  die Aufnahme  subjektiven  Ausdrucks  nicht  aus,

 Wenn' dieser aber  vornehmlich  /der  Selbstdartsellung dient, 16st er  in uns  ein  starkes

 Geftthl der Abneigung,aus. Der Charakter der japanischen Kunst 1tiBt sich  also  wie  fogt118<25)
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 definieren : Aufdringlichkeit muB  unbedingt  gemieden  werden,  Kunst  darf nicht  zur

 bloBen Selbstdarstellung des KUnstlers werden.

  Der japanische KUnstler befindet sich  somit  in einer  Art Dilemma, weil  er  einerseits

 den Drang verspUrt,  seine  Absicht klar auszudrUcken,  er  andererseits  sich  aber  stets

 verpflichtet  fUhlt, an  den Rezipienten zu  denken, dem  es  miBfti11t,  wenn  die Absicht des

 KUnstlers allzu  deutlich hervortritt, So entsteht  in der japanischen Kunst ein  SchOn-

 heitsideal, das auf  AuBerlichkeiten und  Brillanz verzichtet.  Begriffe wie  
"zvabi"

 und

 
"yirgen"

 sind  zweifellos  Ausdruck dieses asthetischen Ideals.

  
"
 Ve?zbi" ist ein  japanischer Kulturbegriff, der Anspruchslosigkeit, d.h, Verzicht auf

 Pracht und  Aufwand  bedeutet. Eine bekannte Bemerkung, die Murata Shuko, dem

 Begrifnder des wabi-cha,  zugeschrieben  wird,  lautet : "71suki
 mo  feumoma no  naki  tva

 ayamte so-ro-" <Den Mond  ohne  Wolken, die an  ihm vortiberziehen,  mag  ich nicht)  . Der

Mond  wird  also  von  uns  nur  als schOn  empfunden,  wenn  er  teilweise von  einer  Wolke

verdeckt  ist. Diese Betonung  des Schdnen durch anscheinend  Gegenstitzliches ist
"-      lr

 ytrgen .

  
"

 PPIzbi" und  
"yt{gen"

 erkltiren daher auch  die Vorliebe des Japaners fUr Asymetrie

und  Deformation, kurz fUr alles,  was  unvollsttindig  und  unregelmtiBig  ist. Es versteht

sich dabei von  selbst, daB auch  
"wabi",

 
"yiigen",

 Asymetrie und  Deformation als

aufdringlich  und  daher unschOn  empfunden  werden,  wenn  sie zu  stark  in den Vorder-

grund  treten.

  Ich habe bereits erwahnt,  daB die japanische Gesellschaft eine  in hohem  Grad
homogene  Gesellschaft 

-
 oder  anders  ausgedrUckt  - eine  Art Gemeinschaft ist, deren

Mitglieder alle  Gleichgesinnte sind. In dieser Gesellschaft besteht ein  sozusagen  selbs-

tversttindliches Einvernehmen, das auf  natttrliche  Weise zustandekommt,  ohne  daB

Ipan darUber  viel  Sprechen muB.  Das ist wehl  auch  einer  der GrUnde dafUr, claB der

Japaner jede aufdringliche  Selbstbehauptung und  Selbstdarstellung als haBlich empfin
det und  daB er  ungeschickt  ist, seine  Meinung auszudrticken.  In einer  solchen  Gesell-

schaft  sind  Beredsamkeit und  Aufdringlichkeit auch  in der Kunst fehl am  Platz. Es

genUgt, wenn  Kunst  andeutet,  denn dort, we  ein natUrlicher  Konsensus besteht, herrscht

ein  stillschweigendes  Verstandnis. So haben  die Japaner einen  unverwechselbaren

Ausdruck  in der Kunst geschaffen, bei dem  Konzentration und  Andeutung die ent-

scheidenden  Komponenten  sind  : Hkethu, das kifrzeste Gedicht in der Welt, und  Stzmie,
die Tuschmalerei, bei der die leere Flache  eine  wichtige  Rolle spielt.  Man  muB  sagen,

daB der Kunstausdruck in Andeutungen, eine "Andeutungskunst"
 also, die Spezialititt

des Japaners ist.

  Ein anderes  Element, das die japanische Kultur und  Kunst charakterisiert,  ist dge
Tatsache, daB sie sich  seit  alters her stets  unter  dem  EinfluB fremder Kulturen

entwickelt  hat, deren Ideen und  Konzepte sie Ubernommen  und  in die eigenen  Vorstel-
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  lungen integriert hat. Man  kann sagen,  daB die japanische Kultur grundsatzlich eine

  Kultur der Anpassung ist, eine  Kultur der Ubernahme und  der Umformung.  Sie ist

  besonders empfanglich  fifr Reize aus  der sie umgebenden  Welt, sie  reagiert  Ieicht und

  nachhaltig  auf  Einfltisse fremder  Kulturen  und  ist ftihig, sich  jedweder Situation

  anzupassen.  Dieser AnpassungsprozeB verlauft  stets  ohne  festen Plan, wobei  der

  Japaner sich  auch  leicht ttber anseheinend  logische Widersprifche hinwegzusetzen

  weiB'.  Daher wirkt,  geschichtlich  gesehen, die Entwicklung  der japanischen Kunst

  uneinhe'itlich.  Man  kann sich  des Eindrucks n'icht  erwehren,  daB sie, je nach  Zeitalter,

  stets  von  allen  m6glichen  anderen  Strdmungen beeinfluBt wurde  oder  manchMal  auch

  ganz  zufa11ig  entstanden  ist,

    Der brasilianische Kunstkritiker Mario Pedrosa sagt, die japanischen Kunststile 
'

  wtirden  jeweils durch Situationen bestirnmt, Seiner Meinung  nach  1tiBt sich  sogar  die

  Behauptung aufstellen,  daB die japanische Kunst keine ausgesprochenen  Stile kenne

  und  ihrem jeweiligen EinfluB entsprechend  formbar sei. Ich bin mit  ihm  ganz einer

  Meinung. Mit Recht sagt  er  auch,  der Japaner gehe stets von  einer  ihm gegebenen

  Situation aus.  Voraussicht sei ihm  fremd. Er lebe ganz  im Jetzt und  in der Gegenwart.

  Auch  hier kann  ich seiner  Auffassung  nur  beipflichten. Wir  Japaner leben in der

  Gegenwart. Wir  haben  traditionell die Lebensphilosophie, Vergangene$ vergangen  
sein

  zu  lasgen. Und  eben  diese Haltung kann, so glaube ich, den ausgepragten  Wirklichkeits-

  sinn  und  die pragmatische  Einstellung des Japaners erkltiren.

    Der japanischen Kultur, die sich  durch die Ubernahme freinder Kulturen entwickelt

  hat, und  
'die

 folglich kulturelle Konflikte und  Auseinandersetzung nicht  kennt,' fehlt es

  an  Kontinuittiti Kttnstlerische Gegenstr6mungen, die im  Westen zum  charakterisieren-

  den Stil einer  bestimmten Epoche geworden  waren,  formen bei uns  keinen 
"Stil",

  sondern  stellen sich  als  neue  Kunstgattung ohne  Schwierigkeiten neben  die schon

  bestehenden. So lassen sich  in Japan selbst  widersprifchliche  Dinge  im allgemeinen

   problemloS verknUpfen,  
'
 - .

    Die Relativierung des Wertbegriffs und  aie damit verbundene  Vorstellung der

   AUstatischbarkeit' und  Auswechselbarkeit der Ereignisse und  Erscheinungsformen

   erklart  die Bedeutung  des verbindenden  und  verbindlichen  
"Sowohl-als-Auch",

 eines

   Denkprinzips, das in der japanischen Mentalittit eine  so  groBe  Rolle spielt  und  vielen
'
 Menschen aus  dem  Westen oft  unUberwindliche  Schwierigkeiten bereitet. Dieses

   japanische 
"Sowohl-als-Auch"

 , das dem  westlichen  
"Entweder-Oder"

 diametral

   gegenUbersteht, ist nicht  nur  ein  Schlttssel zum  Versttindnis der japanischen Kultur,

   sondern  erklnrt  auch viele Dinge  des taglichen Lebens in unserem  Land. 
'

 In meinen  bisherigen Ausftthrungen habe ich versucht,  eingehend  das tisthetische

Empfinden des Japaners zu  erkltiren.  Wirft man  aber  einen  Blick auf  die Wohnungen

und  das Erscheinungsbild der Stadte in Japan, wird  man  nur  schwer  behaupten k6nnen,116(27)
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daB diese in irgendeiner Weise 
"sch6n"

 sind. Man  wird  sich  vielmehr  fragen mUssen,

eb  man  Uberhaupt  behaupten  kann, daB der Japaner empfanglich  fttr das SchUne ist,
Dieser Frage m6chte  ich folgendes entgegenhalten  : In der Welt des Japaners, die das

ttbernattirliche Absolute, das sich  auBerhalb  unserer  Welt der Relativitat befindet,

nicht  kennt, ist alles  fUr ihn relativ,  und  die Welt ist fUr ihn flach. Die Folge davon ist,

daB es  ihm nicht  mOglich  ist, Beziehungen rtiumlich  zu  sehen,  oder  anders  ausgedrUckt,

die Zusammenhange  zu  erkennen.  Infolgedessen reicht  seine  tisthetische Aufmerksam-

keit zwar  tief in einzelne  Dinge hinein, aber  sie wird  stumm  vor  dem  Ganzen. In diesern

Sinn ist an  der Behauptung, daB  es  auBer  dem  japanischen kein anderes  Volk auf  der

Erde gibt, das sch6nen  Dingen  gegentiber so  aufgeschlossen  und  htiBlichen Dingen

gegenUber  so  gleichgtiltig ist wie  das unsrige,  durchaus etwas  Wahres,

III

115(28)

  Im folgenden m6chte  ich auf  die Wirtschaft und  Politik Japans zu  sprechen  kommen,

  Man  sagt,  daB Japan eine  wirtschaftliche  GroBmacht  ist. Wenn  man  aber  die

Wirtschaft Japans genauer  betrachtet, ist festzustellen, daB diese Behauptung einzig
auf  dem  Gebiet der Massenproduktion ven  genormten  Waren, wie  z.B,  in der

Automobil-und Elektroindustrie, Gtiltigkeit hat. Diese Tatsache ist aber  vielsagend.

  Es heiBt, daB  die Prinzipien des Managements  nach  japanischem Stil auf  folgenden
drei Voraussetzungen basieren : 1 .

 Lebenslange Anstellung, 2. Gruppenbezogenheit,

und  3. ein  ausgepragter  Charakter der Gemeinschaft. Diese UnternehmensfUhrung

nach  japanischem Stil fUhrte vor  allem  in der Massenproduktionsindustrie der normier-

ten Produkte zu  merkwUrdigen  Ergebnissen. -  Die Grtinde dafttr m6chte  ich spater

darlegen. -  Das, was  ich hier betonen mOchte,  ist, daB die oben  definierten Charakter-

zUge  des japanischen Managements  nichts  anderes  sind  als  die kennzeichnenden

Elemente der Dorfgemeinschaft, wie  sie  fUr den Reisanbau erforderlich  sind. Mit

anderen  Worten  : die sogenannte  
"Asthetik"

 der zwischenmenschlichen  Beziehungen,

wie  sie in jener unserer  Dorfgemeinschaft gepflegt  wurden,  erweisen  sich  auch  in der

Industrie, und  dort Vor allem  bei der Massenherstellung genorrnter Produkte, von

groBem  Vorteil.

  Selbstverstandlich handelt es  sich  bei einem  Unternehmen um  eine  Gesellschaft, die
sich das Ziel setzt,  Gewinne zu  machen,  Da  in Japan das harmonische Zusammenleben
der Menschen in der Gesellschaft oberstes  Gesetz ist, weist  ein  Unternehmen  als  eine

Gruppe von  Menschen eine  Doppelstruktur  auf  : es  ist eine  Gesellschaft und  eine

Gemeinschaft zugleich  ; oder  anders  ausgedrUckt,  in Japan kann eine  Gesellschaft erst

funktionieren, wenn  sie  sich  in eine  Gemeinschaft verwandelt.

 Was  die lebenslange Ansteliung betrifft, so  schlieBen  wir  beim  Eintritt in eine  Firma
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keineswegs einen  Arbeitsvertrag ab,  der eine  Anstellung auf  Lebenszeit garantiert,

Falls jemand einen  solchen  Vertrag von  seinem  Arbeitgeber fordern sollte,  wifrde  er

mit  aller  Wahrscheinlichkeit keine Anstellung in dieser Firma finden. In eine  Firma

einzutreten  heiBt in Japan, daB man  Mitglied einer  Gerrieinschaft wird.  Dies bedeutet,

daB man  auf  Lebenszeit in der Gemeinschaft bleibt, oder  bleiben kann, solange  rnan

aus  ihr nicht  verwiesen  wird.  Und  weil  der Eintritt in eine'  Gemeinschaft nicht  auf  der

Basis eines  Arbeitsvertrag erfolgt,  kann von  einem  Vertrag auf  Lebenszeit keine Rede

sein.

  Das japanische Management, das durch die lebenslange Anstellung, die Gruppen-

bezogenheit und  den gemeinschaftlichen Charakter  des Unternehmens gekennzeichnet

ist, vergrOBert  die Loyalitat der Arbeitnehmer der Firma gegentiber und  verstarkt  ihr

BewuBtsein, einer  bestimmten Firma anzugeh6ren.  Unter solchen  Vora'ussetzungen

wird  Selbstau.fopferung als  bitoku (wOrtlich : 
"schdne"

 Tugend) angesehen,

  Da in japanischen Unternehmen auch  die Untergeordneten ein Entscheidungsrecht

haben, dauert es  zwar  lange, bis die Firrna zu  einer  Entscheidung  in einer  bestimmten

,Angelegenheit
 gelangt,  aber  wenn  einmal  eine  Entscheidung getroffen ist,- dringt das,

was  entschieden  wurde,  in der Firma bis in alle  Stellen vor  
-
 eine  Gewahr  dafUr, daB

die Firma  mit  der vollkommenen  Kooperation der gesamten  Belegschaft rechnen  kann.

Dies ist letztlich auch  der Grund daftir, daB es  in Japan mOglich  ist, Arbeitgeber und

Arbeitnehmer in ihren Anstrengungen zu  vereinen,  technische Hochleistungen  und  eine

sttindige  Optimierung der Betriebe zu  erzielen. Dieses Prinzip hatte gerade bei der

Massenproduktion von  gen6rrnten Produktion seinen  gr6Bten  Erfolg, weil  in diesern

Industriezweig relativ wenige  Entscheidungen erforderlich  sind.  So haben die japani-

sche  Transistorindustrie und  auch  die Automobilindustrie erst  dann ihre hOchste

Preduktivitat und  Konkurrenzfahigkeit gewonnen,  nachdem  eine  Massenproduktion

mOglich  geworden  war,  In der Zeit, als  Computer noch  riesige  Gerate waren  und  nur

in geringen Mengen  und  wenigen  Modellen produziert wurden,  lag die Computerindus-

trie Japans wei･t  hinter den USA  zurUck.  Erst als  die Computer immer kleiner und  eine

Massenproduktion m6glich  geworden  war,  hat Japan die USA  ifberholt. In Industrie-

zweigen  aber,  wo  rasche  Entscheidungen und  ein  hohes MaB  an  Kreativitat erforder-

lich sind,  we  Produkte nur  in kleinen Mengen  und  in zahlreichen  Modellen hergestellt

werden  wie  z,B,  in der Flugzeugindustrie, spielt Japan nur  eine untergeordnete  Rolle,

In diesen Industriezweigen wirkt  sich  die Starrheit der Beschaftigung auf  Lebenszeit

und  die Gruppenbezogenheit, die auf  der Asthetik der zwischenmenschlichen  Beziehun-

gen  beruht, eher  negativ  aus.

  Es heiBt, daB das Geheimnis der hohen  Konkurrenzfahigkeit der japanischen Indus-

trieerzeugnisse auch  darin liegt, daB sie  in ihrem Detail vortrefflich  sind.  Die subtile

Aufmerksamkeit des Japaners selbst kleinsten Einzelheiten gegenUber  ist zweifellos

ein Ausdruck des oben  beschriebenen asthtischen Geftthls des Japaners, doch' wenn114(29)
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dieses zu  weit  getrieben wird,  kann en  umgekehrt  dazu kommen,  daB man  zu  sehr  an

den Einzelheiten hangen bleibt, die mit  der eigentlichen  Funktion  des Produkts  gar

nichts  mehr  zu  tun  haben. Wenn  man  auf  die Details einen  zu  groBen  Wert  legt, kann

es  geschehen, daB  man  den Uberblick ifber das groBe Ganze verliert.  Aus diesem Grund

ist auch  verstandlich,  daB die optimale  Situation wohl  die ist, daB Japaner ein  Modell

in seiner  Ganzheit aus  dem  Ausland tibernehmen  und  dann  die Einzelheiten - mit

ihrem sprichwdrtlichen  FleiB und  groBer  Akribie - ihrem tisthetischen Empfinden

entsprechend  be-und verarbeiten.  Auf diese Weise kommen  dann hervorragende

Erzeugnisse zustande.

  Hinzu kommt  nech,  daB  Japaner jederzeit bereit sind,  die Wttnsche  der Kunden  in

Betracht zu  ziehen  und  unmittelbar  darauf zu  reagieren,  Auch  dies ist nichts  anderes

als  eine  Folge der "japanischen
 Asthetik" , bei der die Einstellung im Mittelpunkt steht,

sich  stets  .nach dem  anderen  zu  richten  
-
 der einzige  MaBstab, an  dem  sich  messen

laBt, ob  eine  Ware  ihrem  wirtschaflichen  Sinne entsprechend  ausgewtihlt  wurde.  Das

Verhaltnis zwischen  Hersteller und  Kunden  ist wichtiger  als  jeder andere  Aspekt.

Kommunikation  und  Verst'andnis sind  wesentlich.  Mit dieser "Asthetik"

 ist es Japan
gelungen, aufnahmebereite  Markte fUr seine  Waren  im  Ausland  zu  finden.

113(30)

  Japan hat sich  seit  der Meiji-Zeit im Berei¢ h der Entwicklung moderner  Tech-

nelogie  am  Westen orientiert und  sich  zu  einer  der ftihrenderi Industrienationen der

Welt entwickelt.  Es ist aber  nicht  nur  Japan, das sich  im 19, Jahrhundert mit  der

modernen  Technologie  ufid dem  modernen  sozialen  System im  Westen-  aus-

einandergesetzt  hat:auch  andere  Lander des Ostens geh6ren  dazu. Niemand  wird

namlich  bestreiten, daB die Tifrkei, Persien, Indien und  China schon  viel  frUher als

Japan und  in viel  starkerem  AusmaB  mit  der modernen  Zivilisation des Westens in

Kontakt gekornmen  sind,  Dabei stellt  sich  unweigerlich  die Frage, warum  es  allein

Japan gelungen  ist, eine  moderne  industrielle Gesellschaft zu  schaffen,  Eine Antwort

laBt sich  meiner  Meinung nach  wie  folgt formulieren 
':
 Japan hat eine  Traditon, fremde

Kulturwerte aktiv  aufzunehmen  und  sie  zu  assimilieren.  Japaner haben  niemals  einen

gegen  die Aufnahme  fremden  Kulturguts gerichteten Widerstand  verspUrt.  Und  dies

wiederum  ist m.E.  darauf zurtickzufUhren,  daB unsere  Gesellschaft keinen "Kanon"
 im

eigentlichen  Sinne des Wortes hat.

  Als der Buddhismus nach  Japan kam, hat ShOtoku-taishi eine  Logik geschaffen,  die

man  geradezu  als  Sophisterei bezeichnen kOnnte : "Indem

 wir  an  dem  Stamm  des

Schintoismus die Aste  des Buddhismus und  die Zweige  des Konfuzianismus  wachsen

lassen, werden  wir  ein  wahres  Gedeihen hervorbringen, "
 Diese Einstellung Sh6toku-

taishis gegenliber  der Religien hat einen  entscheidenden  und  nachhaltigen  EinfluB auf
die Denk-und  Lebensweise des Japaners in den sptiteren  Zeiten ausgetibt,  und  zwar  bis
in die heutige Zeit hinein, Seither ist es  den  Japanern m6glich,  jede fremde  Kultur
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aufzunehmen,  ohne  durch das eigene  Bekenntnis  bedingt zu  werden.  Hinzu  kommt,  da3

die Japaner es sich  zur  Regel gemacht  haben, von  anderen  Kulturen  nur  das aufzuneh-

men,  was  ihnen geftillt oder  was  ihnen zu  passeri scheint, ohne  den jeweiligen Hinter-

grund  dieser Kultur zu  berttcksichtigen. Eine negative  Folge w,ar  jedoch, daB den

Japanern dabei die･Ftihigkeit verlorengegangen  ist, Kultur als  einen  Organismus, der

als Ganze eine  Einheit darstellt, zu  erfassen,  
･
 

-

  Das Grundprinzip des Japaners, der an  mehrere  Religionen gleichzeitig glauben  kann

 (wobei fraglich ist, ob  dies eigentlich  noch  als  Glaube bezeichnet .werden  kann) , findet

seinen  hOchsten Ausdruck in der 
"Meinung

 von  allen",  oder,  wie  bereits wiederholt

gesagt wurde,  in der "Harmonie

 unter  den Mitmenschen"  und  damit in der 
"Asthetik",

Worte und  Taten, die sich  der StrOmung der Mehrzahl in der Gemeinschaft widerset-

zen,  htiBlich zu  finden. Die Folge dieses Denkens ist, daB Japan zu  einem  Land  .des

Pragmatismus geworden  istl in dem  die Gerechtigkeit jeweils dem  

'Interesse
 ･aller

entsprechend  re'guliert  werden  kann. 
'

  Es wird  htiufig die Behauptung  aufgestellt,  daB dem  Japaner das BewuBtsein des

Individ'uums fehlt. Diese Behauptung ist aber  falsch. Der Unterschied liegt einzig  darin,

daB der Inhalt des' BewuBtseins des Individuums und  die Art und  Weise des Begreifens

der Beziehung zwisChen  dem Individuurn und  der Gesellschaft anders  sind  als im

Westen,  

'

  Dies beftihigt den  Japaner, aus  iremden Kulturen zu  lernen. Vor allem  im  Bereich der

Technik hat diese FUhigkeit dem  japanischen Volk  groBen  Nutzen gebracht. Jedes
Mal,  wenn  die Japaner eine  Technik  aus  dem  Ausland eingefUhrt  hatten, waren  sie.in

der Lage, ihre Lehrer in 40 Jahren zu  ttberholen. Dies laBt sich  nicht  nur  von  der Auto-

und  Elektronikindus'trie Japans nach  dem  zweiten  Weltkrieg sagen  
-
 es war  auch  in

allen  anderen  Bereichen  schon  immer  so.

  Japaner verfahren  in der Weise, daB sie eine  fremde Technik  in einer  sehr  effizienten

Weise erlernen,  indem sie  ntirnlich eine  
"dead-copy"

 des auslljndischen  Produkts

machen.  Durch die Herstellung einer  
"dead--copy"

 eignet'man  sich  namlich  nicht  nur

die technischen Aspekte eines  Produkts an,  sondern  entdeckt  
･dabei

 auch  die Fehler

dieses Produkts, Sie verbessern  dann  die Fehler und  fUgeri dem  Produkt Originelles

hinzu. Auf  diese Weise hat sich  Japan innerhalb kUrzester Zeit zu  einem  der ftihrenden

Industrieltinder in der Welt entwickelt.

  DaB  die Tifrkei, Indien und'  China, die alle  viel  frUher als  Japan mit  der modernen

westlichen  Zivilisat-ion in Bertihrung gekommen  waren,  bei deren Aufnahme  und

Verbreitung  hinter Japan zurUckblieben,  kommt  daher, daB sie  nicht  den Weg  gewtihlt

haben, eine  
"dead-copy"

 zu  machen.  Da jedes dieser Ltinder seinen  eigenen  
"Kanon"

besitzt, mUssen  sie,･ wenn  sie  sich  mit  einer  fremden Theorie, Technik oder  einem

anderen  Systerri auseinandersetzen,  darauf achten,  ob  der Gedanke, der diesen zugrun-

de liegt, ihrem  
"Kanon"

 entspricht.  AuBerdem･kommen  die Menschen in diesen112(31)
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Ltindern, die ihr eigenes  Kultursystem geschaffen haben und  "rohl wissen,  daB Kultur

ein Organisrnus ist, der als  Ganzes eine  Einheit bildet, niemals  auf  die Idee, eine

bestimmte  Technik  unabhangig  von  ihrem Hintergrund herauszupflttcken. Sie stellen

sich  vielmehr  die Frage, ob  der dahintersteckende Gedanke von  ihrer Gesellschaft

anerkannt  warden  kann oder  nicht,  und  sie versuchen,  wenn  sich  die Aufnahme  einer

bestimmten Technologie als  netwendig  erweist,  sie  so  lange zu  deformieren oder

abzutindern,  bis sie  ihren eigenen  Vorstellungen und  ihrer Gesellschaft entsp;icht.

Kurz  : Sie ktimen nie auf  die Idee, eine  
"dead-copy"

 zu  machen,

  Dies erinnert  an  China nach  de'm Opiumkrieg, also  an  die Zeit etwa  20 Jahre vor  der

Meiji-Restauratipn in Japan. In China, das bei dem  Krieg den gewaltigen Impakt der

modernen  Militartechnik Englands erfuhr,  wurde  nach  Beendigung des Krieges die

Meinung  vorgebracht,  man  solle  so  intensiv wie  m6glich  moderne  Technik einfUhren,

um  die Industrie auszubauen  und  das Land  fUr einen  modernen  Krieg zu  rUsten.  Dabei

kam  es zu  heftigen Diskussionen, welcher  Grundgedanke es  sei,  der diese moderne

Technik  hervorgebracht  hat. Dies entwickelte  sich  weiter  zu  der Frage : "Was

 wird

aus  unserer  Politik und  unserer  Gesellschaft werden,  wenn  wir  diese Technik aufneh-

men?"  In der Zeit von  ca.  1820 bis Anfang des 20. Jahrhunderts sind  zahlreiche

Abhandlungen geschrieben worden,  die sich  mit  dieser Problematik beschaftigen,

  In Japan hingegen  sind  solche  Fragen  kaum  diskutiert worden,  Die Japaner, die

keinen "Kanon"
 besitzen und  denen die Gewohnh'eit fremd ist, Kultur als einen

Organismus zu  erfassen,  kamen  nie  auf  die Idee zu  fragen, welcher  Gedanke und

welche  geschichtliche Voraussetzung hinter einer  bestimmten Technologie stecken,

Deshalb sind  sie  auch  imstande, von  einem  Produkt eine  
"dead-copy"

 anzufertigen  und

von  den westlichen  Kulturwerten jeweils nur  das Wichtige einzuftihren,

111(32)

  Nicht selten  lese ich in Abhandungen, die von  westlichen  Wissenschaftlern ge-

schrieben  wurden  und  die die Entwicklung  der japanischen Wirtschaft von  heute zu

analysieren  versuchen,  daS Japans Ziel es  sei, mittels  eines  sorgftiltig  ausgearbeiteten

Plans Angriffe auf  den Westen zu  ttitigen. Vom  westlichen  Gesichtspunkt aus  gesehen

mag  dies sicher  so  erscheinen,  Tatsache ist aber,  daB die Entwicklung  der modernen

japanischen Wirtschaft eine  zufallige  Folge daven war,  daB sich  die Japaner, traditions-

gemtiB sozusagen,  der jeweiligen Situation entsprechend  ein  augenblickliches  und

kurzfristiges Ziel gesetzt und  sich zur  Erreichung desselben aufs  auBerste angestrengt

haben. Selbst die Japaner sind  erstaunt  tiber das unerwartete  Ergebnig  und  stehen

ratlos  vor  ihren Erfolgen.

  Oft heiBt es, die Japaner wttrden  sich  bemUhen,  die westliche  Zivilisation einzuholen

oder  gar  zu  tiberholen. Hier muB  jedoch darauf hingewiesen werden,  daB in Japan
niemals  eine  solche  Parole aufgestellt  worden  ist. Weder  hat jemand einen  genauen

Plan dafUr entworfen,  noch  hat die Regierung das Volk dazu aufgerufen.  Die Entwick-
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lung hat sich  vielmehr  auf  ganz  nattirliche  Weise  vollzogen  
･
 

.
 

.

  Auf jeden Fall hat sich  das Prinzip einer  Gesellschaft ohne  
"Kanon"

 und  clie daraus

entstehende  Asthetik des Japaners zumindest  bis zurn  jetzigen Zeitpunkt gtinstig fur

die Entwicklung der Wirtschaft ausgewirkt.  Aber in der Politik, vor  allem  in der

AuBenpolitik, kann  davon  nicht  gerade die Rede  sein.

IV

  Mit der Kulturerneuerung in der'Meiji-Zeit hat Japan ein  modernes  politisches

System westlicher  Prtigung, und  nach  dem  Zweiten Weltkrieg die Demokratie einge-

ftthrt. Betrachtet man  aber  
'eine

 PIenarsitzung oder  eine Sitzung in apderen  Aus-

schttssen  im japanischen Parlament, wird  man  sich fragen, ob  es sich  dort wirklich  um

ein Forum  der 
'freien

 und  demokratischen MeinungstiuBerung  handelt, Wie  oben

bereits erwahnt,  sind  eine  echte  Diskussion oder  auch  ein  Dialog im' herk6mmlichen

Sinn in･der japanischen Gesellschaft kaum  m6glich.  In Japan kommt  folglich eine

Diskussion in der Offentlichkeit nichts  andereM  als  einer  Zeremonie oder  einem

Schauspiel gleich, und  die eigentliche  Diskussion, wenn  rnan  sie  denn so nennen  will,

wird  auBerhalb  der Ausschttsse auf  einer  quasi privaten Ebene  geftihrt, und.  zwar  in

eiher  Weise, wie  wir  sie bereits aus  der fruheren 
"yohai"

 kennen. Man  kann  also  sagen,

daB in Japan ein  politisches System moderner  Prtigung und  das traditionelle japanische

System nebeneinander  existieren.

  In Japan, wo  die Asthetik der Harmenie  als  oberstes  Gesetz arigesehen  wird,

versucht  man  so  weit  wie  m6glich  zu  verrneiden,  eine  Sache nach  dem  Mehrheits-

prinzip zu  entscheiden,  nach  einem  Prinzip also,  das das grundstitzliche Element der

Demokratie bildet. Es gibt wohl  kein anderes  Land als  Japan,'in dem  die grOBte Partei

die Meinungen der Minderheitsparteien so  stark  in Betracht zieht,  Vor  allem  w'enn  es

um  einen  wichtigen  Gesetzentwurf  geht, wird  die 6ffentliche Beratung haufig um

mehrere  Monate  aufgeschoben,  bis die Regierungspartei den Konsensus der Opposi-

tionsparteien erreicht  hat. In dieser Zeit werden  die Vorbesprechungen mit  der Opposi-

tion auBerhalb  der AusschUsse abgehalten,  bis man  zu einem  stillschweigenden  Einver

standniS  gekommen  ist. Wenn  sich trotzdem  kein KompromiB  finden 1tiBt' und

die Oppositionsparteien unerbittlich  Widerstand leisten, indem sie z,B.  gemeinsame  Be-

ratungen  ablehnen,  muB  der Gesetzentwurf  weitgehend  revidiert  werden,  Manchmal

kommt  es sogar  dazu, daB die Regierung den Entwurf  zurtickziehen  rnuB,  und  dies

trotz einer  absoluten  Mehrheit der Regierungspartei ! Im  Falle, daB  die Regierung  den

Gesetzentwurf unter  Hinweis auf  die Stimmenmehrheit durchzubringen versucht,

gehen  die Oppsitionsparteien davon  aus,  daB sie das Recht haben, den Entwurf mit

Gewalt zu  verhindern.

  Was  in Japan von  einem  Leiter, sei  es  in einem  Unternehmen oder  in der Politik,110(33)
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verlangt  wird,  ist nicht  
"leadership",

 sondern  die Fahigkeit, Unstimmigkeiten aus  dem

Weg  zu  raumen.

  Die Liberal-Demokratische Partei, die derzeitige Regierungspartei in Japan, ist, vom

westlichen  Standpunkt her gesehen, wohl  keine Partei, Sie ist eine  Gruppe, in der

Mitglieder verschiedenster  politischer  Einstellungen nur  in den Punkten  tibereinstim-

men,  ein  freies Unternehmenssystem aufrechtzuerhalten.  Diese Politiker gliedern sich

in mehrere  kleinere Gruppen, die segenannten  
L`

 habatsu" oder  Cliquen, bei denen es  sich

nicht  so  sehr  um  einen  ZusammenschluB  politisch Gleichgesinnter als  vielmehr  um  eine

Ansamrnlung von  Freunden handelt, die ihrem BeB  in jeder Hinsicht ergeben  sind,  Die

Bosse sind  sowohl  im Parlament als  auch  in der Partei sehr  einfluBreich  und  untersttit-

zen  ihre Anhtinger im Wahlkampf  mit Geld. Da  die Liberal-Demokratische Partei, die

ja schon  sehr  lange an  der Regierung ist, von  den groBen  Unternehmen fUr ihre

politischen Aktivitaten fina.nziell stark  unterstUtzt  werden,  ist es nicht  zu  vermeiden,

daB diese Partei und  die GroBunternehmen immer  mehr  miteinander  und  ineinander

verwachsen  sind.  Infolgedessen kommt  es  nicht  selten  zu  Korruptions-und Bestechungs-

affaren,  mit  denen sich  die Massenmedien dann jedesmal mit  Vorliebe beschaftigen.

  In der japanischen Gesellschaft, in der man  auf  zwischenmenschliche  Beziehungen

groBen  Wert  legt, findet sich  seit  alters  her die Gewohnheit, zu  verschiedenen  Anlassen

wie  z,B,  bei einer  Hochzeit, bei einem  Begrabnis, wenn  sich  jemand an  einen  mit  der

Bitte um  Hilfe wendet,  und  nicht  zuletzt  als Zeichen  als Dankbarkait,  Geld oder  Sachen

zu  schenken.  Ftir uns  Japaner sind  Geschenke also  eine  Art Kommunikationsmittel.

Dies gilt sowohl  ftir die Ebene des privaten Lebens als  auch  im Bereich der Unterneh-

men  und  der Politik, Auch  die Massenmedien  bilden in diesem Punkt  keine Ausnahme.

  In unserer  Gesellschaft ohne  
"Kanon"

 gibt es  deshalb etwas  wie  ein'  
"Gesetz

auBerhalb  des Gesetzes" oder  ein  
"Recht

 auBerhalb  des Rechts", Dies bedeutet in

etwa  : ein  Gesetz bestimmt nur  einen  provisorischen, anntihernden  Rahmen,  Es besteht

ein  stillschweigendes  Einversttindnis, daB man  diesen Rahmen  bis zu  einem  gewissen

Grad tiberschreiten darf.

  Ein Gesetz ist eine  ktinstliche Ordnung. Es versteht  sich  daher ven  selbst, daB dein

Japaner, der in einer  Gesellschaft lebt, die eine  kUnstliche Ordnung nicht  n6tig  hat, das

GefUhl fttr ein  Gesetz fehlt Dies erklart  zum  Teil auch  die Tatsache, daB, wie

Ausltinder oft  sagen,  dem  Japaner der Begriff des Vertrags fremd ist. Wenn  jemand in

Japan unter  Berufung  auf  einen  Vertrag bestimmte Forderungen  stellt  und  sein ganzes
Handeln nach  dem  Vertrag ausrichtet,  wird  man  ihm  schnell  den Vorwurf  machen,  er

verhalte  sich  
"unmenschlich".

  Fifr uns  Japaner gibt es  
-
 sei es  ein Gesetz oder  ein  Vertrag -- eine  

"bestimmte"

Zulassungsgrenze, die man  tiberschreiten  darf. Es gibt namlich  noch  ein 
"Gesetz"

auBerhalb  des Gesetztes, und  es ist einzig  unser  asthetisches Empfinden, das dieses
"Gesetz"

 und  damit die Zulassungsgrenze definiert,
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  Asthetisches Empfinden'aber ist in jedem Fall gleichzusetzen mit  einem  sinnlichen

Urteil, und  es  hat mit  Logik nichts  zu  tun. Man  kann  es  weder  begrUnden, noch  kann

rnan  darUber argumentieren.  Ftir'uns Japaner jedoch ist das tisthetische Empfinden ein

exaktes  und  Uberhaupt' das Sicherste  RichtmaB aller  Bewertung.  
''

 
'

  Ich beobachte mit  Besorgnis,'daB unser  tisthetisches Empfinden in' letzter Zeit durch

das Eindringen'westlichen Denkens sehr  gelitten hat und  von  uns  als MaBstab mehr

und  mehr  vernachltiBigt  wird.  Das  geradezu  groteske Chaos in der Kultur und  im

Lebensstil des modernen  Japaners ist das Ergebnis der Verbindung von  Anschauungen,

die miteinander  unvereinbar  sind,  So mischt  der Japaner sein  Idea] harmonischen

Zusammenlebens,  dem  er  bereit ist, manches  zu  opfern,  mit  dem  Individualismus des

Europtiers, der seinerseits  riicht ohne  weiteres  bereit ist, der Gesellschaft Opfer zu

bringen. Seinen auf  asthetischem  Empfinden beruhenden Moralbegriff vermischt  er  mit

christlichen  Morhlprinzipien. So trtigt zum･  Beispiel der in Europa entstandene  In-

dividualismus, den die "forschrittlichen"
 Japaner so  sehr  schtitzen,  in Japan nur  dazu

bei, den Egoisrnus zu･ f6rdern. Individualismus wird  in Japan gr6Btenteils falsch

verstanden.  Viele von  nus  vbrstehen  darunter, daB man  tut, woran  man  pers6nlich

interessiert ist, ohne  auf  den anderen  RUcksicht･zu nehmen.  FrUher･wutde eine  solche

Haltung von  uns  als  unasthetisch  abgelehnt.  Um  dem  heutigen Chaos zu  
'entrinnen

 und

einer  besseren Zukunft  entgegensehen  zu  k6nnen, gibt es  ftir den Japaner deshalb, so

glaube.ich, nur  eine  einzige  L6sung, ntimlich  die, daB er  sich aUf  sein･asthetisches

Empfinden  zurUc'kbesinnt'und  es wieder  zurn  MaBstab  all seiner  Bewertungen macht,

  Die Korruputions-und Bestechungsafftiren, wie  sie  in letzter Zeit･so oft  vorkommen,

fuhren m.E.  alle auf  das Fehlen dieses tisthetischen  Empfindens zurifck.  Sie sind,  vom

japanischen tisthetischen'Empfinden her betrachtet, alle  einfach  
"httBlicfi".

  Was  ich in diesem Zusammenhang  besonders unangenehm  empfinde,  ist die Tat-

sache,  daB die Massenmedien, die Massen  tind auch  die angeblich  so  fortschrittlichen

Intellektuellen, die sich･in  ihrem Leben in der japanischen Gesellschaft der Relativittit

zufrieden  geben, sich,  wenn  eine solche  Affare an  den Tag  gekommen  ist, p16tzlich auf

die in ihrer Welt  eigentlich  gar  nicht  existierende  absolute  Gerechtigkeit berufen, um

die Angelegenheit als  Skandal aufs  schtirfste 
'zu

 verurteilen,

  Die Innenpolitik Japans 1tiBt viel  zu  wUnschen  Ubrig, aber  da es kein Land  in der

Welt gibt, das sich  rtthmen  k6nnte, alle  Probleme gelOst zu  haben, 1tiBt sich  rneiner

Meinung nacff  durchaus sagen,  daB  die japanische Innenpoltik unter  den  gegebenen

Umstanden  relativ  gut funktioniert,

  Wendet man  seinen  Blick jedoch der AuBenpolitik Japans zu,  kann man  nicht  gerade

behaupten, daB es  dort keine Probleme gibt, und  zwar  einfach  deshalb, weil  dort unsere

Asthetik keine Gttltigkeit hat. 
''

  Be'i der AuBenpolitik ist selbstversttindlich  erforderlich,  daB  man  seine  Meinung  klar

und  deutlich auBert.  Eine Ausdrucksweise wie  etwa  im  
"haiku"

 oder  in der Tusch-108(35)
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malerei  ist dort fehl am  Platz, Sie muB  vielmehr  so  sein,  wie  sie sich  ln einem  Gedicht

von  Byron  oder  in der Malerei von  Holbein  zeigt.  Eine auf  den  anderen  bezogene

Behauptung, die sich je nach  Situation tindert, hat hier keine Gttltigkeit, Hier sind  nicht

Entscheidungen  n6tig,  die auf  dem  Prinzip "Sowohr
 als-Auch"  beruhen, sondern

MaBnahmen,  denen das Prinzip "Entweder-Oder"
 zugrundeliegt.  Man  ist gefordert,

Zusammenhtinge zu  erkennen  und  das Ganze zu  Uberschauen, ohne  sich  in Einzelheiten

zu  verlieren.  . .

107(36)

  Mit folgenden Bemerkungen  mOchte  ich mein  Referat schlieBen.

  Wenn  wir  als  Japaner uns  mit  einem  Gegenstand auseinandersetzen,  betrachten wir

ihn vom  Standpunkt des Japaners aus.  Das ist unser  selbstversttindliches  Recht, und

man  muB  sagen,  daB es  einfach  unvernUnftig  ware,  von  uns  zu  verlangen,  wir  sollten

einen  Gegenstand vom  Standpunkt eines  Moharnrnedaners oder  eines  Christen aus

betrachten. Wir  verwehren  andererseits  einem  Auslander  das Recht  nicht,  Japan ven

seinem  Standpunkt aus  zu  betrachten. Es ist daher nichts  dagegen einzuwenden,  daB

Christen Japan unter  dem  Aspekt der christlichen  Religion betrachten.

  Es sollte  selbstversttindlich  sein,  daB jeder einen  Gegenstand von  seinem  eigenen

Standpunkt aus  betrachtet, und  die Mehrzahl der Ltinder in der Welt halten dies auch

tatsachlich fur eine  Selbstverstandlichkeit. Es lnBt sich  aber  auch  nicht  leugnen, daB

es  den Japanern nicht  unbedingt  in jedem Fall leicht fti11t, sich  nach  diesem Grundsatz

zu  verhalten.  Denn  in Japan gibt es  ja traditionell  die "Asthetik",

 daB  
"man

 sich  in die

Lage des anderen  versetzt".  Ich selbst  halte diese Asthetik keinesfalls ftir schlecht  -

im  Gegenteil : ich halte sie sogar  fUr eine  hervorragende Asthetik, da durch sie die

japanische Gesellschaft so  reibungslos  funktioniert. Man  muB  jedoch berifcksichtigen,

daB es  sich  bei dieser Asthetik um  eine  Asthetik handelt, die ausschlieBlich  unter  uns

Japanern GUItigkeit hat, die wir  in der Einheitlichkeit der traditionellen japanischen
Kriterienleben. Sie gilt also  nicht  fUr die AuBenwelt. In einer  Welt, wo  sich  Freund und

Feind klar unterscheiden,  wirkt  eine  solche  Asthetik eher  nachteilig.

  Doch  abgesehen  davon, haben wir  Japaner sowieso  nicht  die M6glichkeit, uns  in die

Lage von  Mohamrnedanern  oder  Christen zu  versetzen.  Es bleibt uns  nichts  anderes

tibrig, als - auf  dern traditionellen Standpunkt des Japaners stehend  
-
 die Dinge mit

den Augen  des Japaners zu  betrachten.

  Die Aufgabe der Japaner von  heute liegt m.E.  darin, daB sie  ihrer AuBenwelt

gegenUber  erklaren:"Wir  verwehren  es  keinem, daB er  uns  nach  seinen  eigenen

Richtlinien beurteilt, doch behalten wir  uns  gleichzeitig  das Recht vor,  den  anderen

ebenfalls  von  unserem  Standpunkt aus  zu  betrachten. 
"
 Die Japaner sollten  dabei auch

betonen, daB  es  eine  Voraussetzung  fttr die auf  der Anerkennung des Partners beruhen-

de Diskussion zwischen  den V61kern ist, daB jeder die ihm  fremden  Aspekte der

anderen  Seite berUcksichtigt.
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  Um  dies realisieren  zu  k6nnen, mttssen  wir  Japaner, so  glaube ich, zunachst  einmal

unseren  Standpunkt klarer und  deutlicher ausdrttcken.  Wir mttssen  versuchen  zu

zeigen,  auf  welchen  Grundsatzen japanisches Denken basiert, was  wir  voraussetzen,

auf  welche  Weise wir  leben - kurzum, wir  mUssen  das Prinzip unserer  
"Asthetik"

prtizisieren und  sie  unserem  GegenUber in seiner  Sprache, d.h, in seiner  Logik erkltiren.
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